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　私は夫を愛している。

　だから夫からのプロポーズを受け入れたし、自分がウェディングドレスを着た姿を思い浮かべたとき、そのとなりに並ぶ男性は彼以外に考えられなかった。

　夫との結婚を後悔したことは一度もない。彼と過ごす日々は、心がじんわりと温まるような幸せに彩られており、間違いなく今が一番充実していると言える。

　でも、人間って欲張りだ。現状が満たされていればいるほど、無理やりにでも綻びを見つけて、そこにばかり視線が行くようになってしまう。

「雪ゆき乃の」

　寝室に並ぶふたつのシングルベッド。その片方で上体を起こしてスマホを眺めていた夫が、となりのベッドで同じようにスマホを弄っていた私の名前を呼んだ。私が顔を上げると、続けてこう訊ねる。

「今日は、疲れてる？」

　その問いかけだけで、彼が何を言わんとしているのかすぐにわかる。

「ううん、そんなことないけど」

「そう。じゃ、してもいい？」

「うん」

　私が頷くと、夫は私をその場に横たわらせて、唇にキスをする。

　もしこれがセックスじゃなくて、世間話だったとしても成立するような、とても簡潔な導入だと思った。

　義務的だとか機械的だとまではいかないけれど、身体の奥が燃えるような衝動だとか、ときめきだとかは感じられない。その代わりに安心感がある。予想を覆すようなドキドキはなくても、触れ合うことでリラックスしていられるような心地よさが。

　夫の唇が額にキスを落として、私のパジャマのボタンに手をかける。それからきっと、私の右胸の膨らみに手を伸ばしてくるはずだ。夫の指先は、いつも同じ軌跡を辿っているようだから、そのつもりがなくても覚えてしまった。

「明日は、どこに行こうか？」

　予想通りの場所をまさぐりながら、夫が訊ねる。

「透とおるは最近忙しかったから……んっ、ゆっくりしたいんじゃない？」

　私は愛撫に反応している風に途中で言葉を止めてから、近ごろ出張続きの夫──透を労わり、そう返事をした。

　私たちのセックスはいつもこんな感じで、普段の会話の延長線上にある。自然体と言えば聞こえはいいけれど、単に抑揚に乏しいだけであるということに、自分でも気づいている。

　セックスをするからといって、透も私も、そういう雰囲気を纏うことはまずない。周囲が羨むほど仲のいい私たちの関係は、夫婦というよりも友人のそれに近い。そのせいか、情事のときも普段のテンションを引きずってしまい、どこからが夫婦の会話で、どこからが性行為なのか、明確な境界線は存在しないのだ。

「大丈夫。せっかくの休みだし、出かけたほうが気晴らしになりそう」

「……ん、じゃあ、そうしよっか」

　彼の乾いた指先が、私の胸の先を掠める。ワントーン高い声が出そうになるのを唇を噛んで堪えてから、小さく笑って頷いた。

　正直なところ、その抑揚のないムードづくりに自分も加担してしまっている。緊張のため、一回一回の行為にドキドキしていた時期もあったけれど、その緊張が薄れてからはずっとこのスタンスで来てしまったから、今さらそれらしい反応をするのが恥ずかしいのだ。

　だから敢えて、彼と同じ構えでこの行為に臨むようにしている。例えば、愛撫に対するリアクションはしても、過剰にならないようにする、とか。自分から彼を求めるようなことはせず、彼の求めに対して応じる形を崩さないようにする、とか。

　いずれも、実際に彼にそうしろと言われたわけではない。私が勝手に、それくらいのテンションなら彼に違和感を与えずに釣り合うだろうと思っているだけだ。そして彼の反応を見る限り、私の判断は間違っていないように思える。

「何かしたいことはある？」

「したいこと、かぁ……」

　──もっと、身も心も蕩けるようなセックスがしてみたい。

「と……特に目的はないけど、買い物は？　私、冬物の服見に行きたいかも」

　脳裏に浮かんだ言葉を瞬間的に掻き消しながら、私が言う。

「買い物か。俺も靴を新調したいし、そうしよう」

「ん……」

　透の手が脇腹を撫でて下肢に向かう。このあと、私のパジャマのズボンを下ろして、ショーツの上から私の秘裂を撫でるだろう。感触を確かめるように、何度も。そして、こう訊ねる。

「気持ちいい？」

「……うん」

　シミュレーション通りの順序を踏んで、それでも私の秘所は少しずつ潤いを纏っていく。気持ちいいというよりは、条件反射に近い。

　私は夫を愛している。それは紛れもない事実だ。

　でもときどき考えてしまう。

　──この砂を噛むような夫婦生活がいつまで続くのだろうか。

　──私はこのまま、心身ともに満たされるセックスを経験することなく、歳を重ねていくのだろうか、と。

「雪乃、力抜いて」

「んっ、ぁっ……」

　彼の長い指を受け入れながら、微かに喘ぐ。意識的に、これくらいのボリュームが望ましいだろうと思った声音を発しながら、私を見下ろす彼の優しげな瞳を見つめ返す。

「……痛い？」

「ううん」

　私の視線を受けて、彼がほんの少し戸惑ったように訊ねたので、慌てて否定する。

　愛する人にこんな不満を抱いてしまうことに罪悪感を覚えながら、私は自分の役割を果たすための行為に意識を集中させたのだった。　
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「聞いてよ、雪乃！　うちの史ふみくんってば、私が三キロ太ったくらいで、『女として見れなくなってきた』とか言うの。ひどくない？」

「それはひどいね」

　スマホの向こうで憤る塚つか田だ奈な美みの声に耳を傾けつつ、私は彼女に同意した。

「自分は結婚してから五キロも太ったくせして、そこに関してはスルーなわけ。おかげでもう二ヶ月もレスなの。しかも私のせいにして。あー本当腹立つ」

　お風呂に入り、一日の疲れを癒したあとにひと休みしていた二十二時。スマホに入ってきた、「ちょっと話せない？」というメッセージに応じると、奈美は機関銃のように史くん──ご主人の不満をぶちまけた。

　普段は綿菓子のようにふわふわとした甘い惚気を聞かされているから、彼女がこんな風に愛するご主人を悪しざまに言うことはないのだけれど……本人の言葉通り、それだけ腹が立ったということか。

「それに引き換え雪乃はいいよねぇ」

「私？」

「結婚してから一年経つけど、日くさ下か部べくんとラブラブだよね。本当、羨ましい」

「ラブラブってほどでもないけど……それにまだ、たった一年だから」

　こういうとき、どう反応するのが正解なのか未だにわからない。私は当たり障りなく、肯定も否定もしないで答えると、深いため息が聞こえた。

「そんなこと言ったら、うちなんてその半分なのに二ヶ月レスなんてやばいじゃん」

　奈美が結婚式を挙げたのは半年前。季節は春で、暖かで過ごしやすい陽気のなかで行われた、笑顔溢れるアットホームな式だった。幸せそうな夫妻の顔が甚く印象に残っている。私たち夫婦も新婦の中学時代の友人として、揃って出席させてもらった。

「当然、えっちもしてるわけだよね」

　そのときの光景を思い出していると、思わぬ質問が飛んできた。

「ま、まぁ……夫婦だし」

「頻度は？」

「結構ぐいぐい訊くね。まさか、飲んでる？」

　私は苦笑して訊ね返した。普段から明け透けに物を言う子ではあるけれど、自分の話はしたとしても、相手のプライベートな領域までズカズカと踏み込んでくるタイプではないはず。

　奈美のご主人は今日、夜勤で不在らしい。お酒が好きな奈美はひとりでまったりと晩酌しているとしてもおかしくはない。その上でのこのノリであれば、まだ理解できる気がした。

「まさか」

　ところが、私の読みは外れていた。

「──こういうことって、よっぽど仲良くないか腹括らないと訊けないからさ。後学のために教えてよ」

「えぇ？」

　短い言葉で否定されたあと、猫なで声で懇願される。私は困惑した。

　この手の話を積極的にするのは抵抗がある。

　奈美と夫の透は友人同士だ。透の知らないところでそういう夫婦間のことを私が一方的に話してしまうのは、不誠実であるように思うからだ。

　でも確かに、安易に他人にペラペラと話さない内容だからこそ、悩みの渦中にいる奈美の助けになってあげたい気持ちもある。

「……週一、くらいかな」

　迷った挙句そう答えた。すると、奈美は「へぇ」と少し意外そうな声を上げてから続ける。

「日下部くん、仕事忙しいんだもんね。ならまぁ、それくらいか……。その代わり、一回が激しい感じなんでしょ」

「そういう奈美は、レスになる前はどれくらいだったの？」

　彼女の言葉を受け流しながら、今度は私が訊ねる。

「うちは二日に一回かな」

　──そんなに？　と大声が出そうになったのを、どうにか吞み込んだ。

「奈美のところだって十分仲いいじゃない」

「そうかなぁ。ネットで調べてみると、毎日って人もいるみたいだけど」

「毎日……」

　……そういう夫婦もいるのか。我が家に置き換えてみようとするけれど、とてもイメージできない。

「──あ、いや、想像するだけで疲れるなぁと思って」

　驚きによる空白を埋めるように、私は早口で言った。

「だよね。働いてると次の日のこととか考えちゃうもんね」　

　奈美は私の反応の理由を、日々の生活の負担になるからだと受け取ったらしい。彼女もうちと同じ共働きだから、理解を示してくれたのだろう。

「──あー、もう、やっぱ三キロ痩せなきゃだめかなー。このままレスは嫌だし、悔しいけどダイエットするかぁ……」

「何だかんだ偉いね」

　さっきまであんなに怒っていたのに、不満を口にして多少溜飲が下がったのか、健気なことを言い出す奈美がかわいい。私が笑うと、彼女は「だって」と口を尖らせる。

「求められなくなったら、他の女に行かれちゃうかもしれないじゃない？　それに、やっぱり史くんのこと好きだし……大事なコミュニケーションだと思うからさ」

「……そうだね。私もそう思う」

　好きだからこそよそ見はしてほしくないし、肌を触れ合わせる行為そのものが夫婦間の大切なコミュニケーションである、という彼女の言葉に深く同意するとともに、耳の痛い話だと思ったけれど、口には出さなかった。

「休みの日、ふたりでウォーキングでもしようかな。雪乃、急だったのに話聞いてくれてありがと！　またご飯しよーね。日下部くんにも今度遊びにいくねーって伝えておいて」

「うん、わかった。言っとく」

「じゃね！」

　奈美が軽快にそう言った直後、通話が切れた。

　昔から、彼女は気持ちの切り替えが早い子だった。私に話すことで頭のなかの整理を兼ねていたのかもしれない。自分が努力するのが悩みの解消の近道だと悟り、目的は果たされたようだ。

　私はため息を吐くと、手にしていたスマホを枕の上に起き、ベッドから立ち上がった。そして、私のベッドのとなりにくっつけるような形で置かれている透のそれに視線を向けた。まったく同じデザインのシングルベッド。今朝、彼が出がけにベッドメイクしていったときのまま、きれいに整えられている。

　多忙な透は今夜も出張で、地方のホテルに宿泊している。

　私は傍に置いてあるドレッサーの一番下の引き出しを開け、手のひらくらいのサイズの、半月型の黒いポーチを取り出し、ジッパーを開けた。

　そこから顔を出したのは、親指ほどの大きさの本体と、ダイヤルのついたコントローラーとがコードで繋がった、ピンク色をしたプラスチック製の物体──ピンクローター。いわゆる、大人のおもちゃだ。

　ポーチを傍らに置いてから、ベッドに寝転んだ。そして、ローターの電源をＯＮにしてダイヤルを回す。すると、本体部分がぶるぶると振動を始めた。本体部分を摘み上げ、パジャマの上から、胸の膨らみの部分に当ててみる。

「んっ……」

　振動による刺激で吐息交じりの声がもれた。就寝前はブラをつけずに寝る習慣があるから、振動はパジャマの生地越しに肌へと直に伝わる。その甘やかな刺激によって勃ち上がった胸の頂に、私はまた器械の先端を押し付けた。

「ぁ……んぁ、はぁっ……あ……」

　無機質な器械から与えられる規則的な愛撫に、実のところ、意図的に声を出しているのかもしれない。もちろん、気持ちいいからこそ声が出るわけだけど、声を出したほうがもっと気持ちよくなったり、官能的な気分に浸れるのでは──という、打算が働いているのは否めない。

　それに、普段のセックスではあまりはしたない声を上げないようにしているから、こうしてひとりで自身を慰めるときぐらいは、多少なりとも箍を外してみたいと願っていたのかも。

「ふ、ぁ……んんっ……」

　甘い喘ぎをこぼすうちに、淡いときめきは下肢がきゅんと疼くような、切なさを伴った刺激に変わっていく。ぴりぴりとした心地よいよろこびを求めて、器械を押し付けたり、少し離してみたり、より快感を得られるように工夫してみる。

　──気持ちいい。でも、もっともっと気持ちよくなりたい。

　私はローターの振動のダイヤルを回して、振動を一段階強めた。
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　私には、密かに抱き続けている悩みがある。

　それは、透とのセックスに満足できないこと。もっとわかりやすく端的に言うなら、彼との淡白すぎるセックスにときめきを感じないこと、そしてそれを不満に思ってしまっていることだ。

　私と透は、もともと家がおとなり同士の幼なじみで、小学校へは毎日一緒に登校していた。中学高校と、進学する学校が別になるにつれ、まったく会わない期間があったけれど、偶然同じ大学で再会したのをきっかけに、また交流が復活した。

　社交的かつ人懐っこい透は男友達も多かったけれど、その甘いルックスのせいで女の子たちによくモテた。なのに、本人は告白されてもフッてしまうばかりで、誰かと付き合ったりはしていないようだった。

　私の立ち位置は、女友達というよりも男友達のそれに近く、実際他の男友達も含めてよく一緒にご飯を食べに行ったり、共通の趣味であるキャンプに出かけたりした。

　女の子たちとの付き合いも嫌いではなかったけれど、本音と建前のある関係性は常に気を張ってなければいけなくて、正直言って苦手だった。その点、幼なじみという気安さから、透には何でも話すことができたし、それゆえに常に自分らしくいることができたから、とにかく楽で居心地がよかったのだ。

　多分、それは透にとっても同じだったのだろう。他の女の子と違って、私は彼に上目遣いをしたり、媚びた振る舞いをしたりしない。大学時代の苦楽をともに過ごし、互いのことを知り尽くした私たちが異性としての好意を寄せ合うのは、自然な成り行きと言える。そして卒業後、お互いがなくてはならない存在であると認識し、透からの告白をきっかけに付き合うようになった。

　付き合ってからも、私たちの関係性は良くも悪くも変わらなかった。交際以前と同じように、食事に行ったり、キャンプに行ったり。友達数人で行っていたことを、ふたりきりでするようになることが増えただけだ。透とふたりで過ごす時間は、宝探しにも似たワクワクに満ち溢れ、それでいて深い安心感あり、充実していた。

　──ただひとつ、恋愛に関して重要なファクターのひとつであるセックスだけは、物足りなさを感じていたけれど、私は見て見ぬふりを貫いていた。

　男性の性衝動は強いものだと雑誌やネットの情報で知っていたけれど、透にはそのセオリーが当てはまっていないように思う。付き合った当初こそ、会うたびに身体を求められていたけれど、それもほんの一時。それからは二、三回に一度。結婚してからは週に一度あればいいほうで、一ヶ月近く空くことも珍しくない。二ヶ月空いた時期には、焦りもあり、こちらから暗に行為を促したこともある。そんな彼の行動を察するに、あまりセックスに関心がないのかもしれない。

　それに加え、夫婦のスタイルにも原因はあるのだろう。幼なじみで、きょうだいのような親密さすらある私たちには、今さらロマンチックな雰囲気は作りにくい。

　私は透にドキドキするし、異性としての魅力を感じているけれど、そういう空気になったときの気恥ずかしさで、「こうしてほしい」とか、逆に「こうしてあげたい」という要望を言えずに呑み込んでしまうのが習慣づいてしまったのだ。

　とはいえ、透を責めるつもりなんてまったくない。名前を聞けば誰もが知っているような一流企業の営業部のエースである彼が、肉体的にも精神的にも多くの負担を抱えているのはよくわかる。私が会社を辞めて非正規で働き、家庭との両立を図ることができるのも、ひとえに彼ががっちりと家計を支えてくれているおかげだ。

　だから積極的に現状を変えようとはしていない。私とのセックスが透にとって負担になるくらいなら、今のようなペースや雰囲気のままで構わないと思っている。

　奈美の言葉にもあった通り、私と透は本当に仲がいい。彼を愛しているし、尊敬している。昔も今も変わらず大切な人だ。少なくとも私は、家族としてやっていくには、これ以上ないくらいいい関係を築けていると信じている。

　お互いに交友関係はオープンで隠しごとはしないし、かといって束縛もしない。何かあればまず相手に相談して、話し合って解決するように努めてきた。

　そんな私たちだからこそ、「そろそろ子どもがほしいね」なんて話も出てきた。頻度が低くても性行為を続けていれば、子どもを授かる可能性は高い。出産してしまえば、日々の慌ただしさでレスのことなんて考える余裕もなくなるだろうし、それゆえに夫婦間にセックスがなくなってしまっても思いつめる必要はない。

　つまり──今をどうにか乗り切ればいい。そのために購入したのが、このピンクローター。私の身勝手な欲求を解消してくれる、魔法のようなアイテムなのだ。

　それまでの私は、大人のおもちゃの類とは一切無縁。購入ボタンを押したのは、ほんの出来心だった。高まる欲求を持て余し、透の出張を見計らっては自分を慰める夜が続いていたとき、自分の指先だけでは欲望を満たせないことに気付いた。そして辿り着いたのが、アダルトグッズの通信販売のウェブサイトだった。

　そこには性的な欲求をあらゆる角度から満たすための商品が数多く取り揃えられていて、『大人のおもちゃ』と聞いて真っ先に想像するであろういかにもなものから、一見するとどんな風に使うのかわからないようなマニアックな代物まであった。

　一通りサイト内を巡ってみて、ピンクローターのページで手を止めた。決め手となったのは、小型であることと、形状がころんとしてかわいらしかったこと。

　考えたくないけれど、購入して手元に置いておく以上、透の目に触れてしまう可能性がある。その場合、男性器を模ったものや、グロテスクな形状のものはそもそも抵抗があったし、欲求不満であることが丸わかりで恥ずかしい。その点、ローターなら、他のものに比べて外観もとっつきやすく、精神的なダメージも最小限に抑えてくれる気がしたのだ。

　かくしてピンクローターを手に入れた私は、透が出張で留守をする日の夜、実際に使ってみることにした。

　初めてそれで絶頂したときのことを、鮮烈に覚えている。ショーツの上から秘裂と秘芽に当て、ダイヤルを回した。振動の強さは弱、中、強と三種類選ぶことができ、ひとまず弱にしてみる。

　おそらく、十秒も保たなかったと記憶している。ダイヤルの設定は弱なのに、身体を心を揺さぶるように強く振動するローターが、秘裂の最も敏感な場所に触れて──その瞬間、頭のなかが真っ白になった。

　──こんな刺激があるなんて！　私はどうなってしまうの？

　意味を成さない鼻にかかった声を上げながら、しばらく強烈な感覚とその余韻に浸っていた。

　──気持ちいい。こんなの知らない。

　突き抜ける興奮とともに、私はすぐに果てた。あまりの衝撃に乱れた呼吸を整えながら、恍惚を味わうと同時に激しく動揺していた。

　これまで、透との行為のなかに快感を見出せなかったわけではない。性感帯に触れられればそこからは痺れるような悦びが生じたし、身体は刺激に反応して潤いを滴らせた。

　でも、快楽を追及するためのアイテムがもたらす強制的な絶頂感は初めてで、その新鮮さがどんどん私を貪欲にさせる。

　気が付けば、寂しかった透の出張をほんの少し待ち遠しく感じている自分がいた。彼がいない夜は、自分の欲求を思う存分満たしてもいい──そんなマイルールが出来上がりつつあった。

　まさに今がそのタイミング。彼の存在を気にせず、ただ快感に身を任せることができる特別な夜なのだ。





◆◇◆






「ぁ、んっ……は、ぁっ……」

　ローターを当てているのとは逆の膨らみにある頂に、そっと指を這わせてみる。

　つい先刻まで柔らかかったその場所は、芯が通ったように固く勃ち上がっている。

　人差し指と中指の先で、そのこりこりした先端を扱いてみると、性質の違う刺激に、胸の奥で静々と点る情炎が大きくなっていくのを感じる。

　普段のセックスで、胸の先が感じると自覚したことはあまりなかった。というより、ほとんど何も感じなかったというのが正しいかもしれない。透に愛撫されるときも、一般的に性感帯の一つとして認識されているから、それらしい反応をしようと心がけていただけだ。彼のほうも、私を大切に想ってくれているからなのか、触れかたがとても優しく、ゆえに刺激が弱かったのかもしれない。

　けれど、こうしておもちゃを使って弄るうちに、刺激を上手く快感として捉えることができるようになってきた。自身で開発したおかげで、透に触れられるときも「気持ちいいのかも」と感じられる機会が増えた。

　……自身で、というところに若干の寂しさを覚えるけれど、感度が高まることで透との行為でも気持ちよくなれるところが増えるなら、一石二鳥なのかもしれない。

「あ……んっ、ふぁっ……」

　両方の頂ををかわいがったあと、ダイヤルを強に設定しても、押し付けるだけではすぐに刺激が足りなくなる。

　もっと鮮烈な刺激がほしい。機械的なモーター音を立てるローターの先端を、今度は下肢に持っていく。パジャマの生地とショーツの先にある秘裂へと届いた振動が、それまでよりもずっと鋭い快感を送り込んでくる。

　布を二枚も隔てていることがすぐにもどかしくなり、パジャマのズボンを下ろした。露わになった薄いピンク色のショーツの中心へと、期待とともにローターを押し当てる。

「ん、ぁあっ……！」

　秘裂の凹凸に押し込むようにして、おもちゃがちょうど感じやすい突起にフィットする場所に当たると、それだけで全身をぞくぞくしたものが駆け抜けた。思考を乗っ取られるかと思うほどの深い喜悦に、私は大抵、呼吸を忘れてしまう。

　このまま押し当てていればすぐに達してしまうのだろうけれど、この甘美な時間をもう少し味わっていたかった。焦らすみたいにローターをもう一度胸元まで持っていく。そして、もう一度パジャマ越しの頂に当て、じわじわとした心地よい刺激を享受する。

　ふたつの性感帯の感度の差は、海遊びを彷彿とさせる。

　胸の先端が感じる刺激は、浅瀬で水遊びをするときみたいな、軽やかでいて淡い悦びが折り重なっていくイメージ。それに対して、下肢が感じる刺激は深淵に揺蕩うときのようで、油断するとすぐに身体ごと呑み込まれそうな、深く重い悦びが突き刺さるイメージだ。

　しばらくは浅瀬を楽しみながら。徐々に水深の深いほうへと泳いでいく。細かな振動に刺激されてぷっくりと勃起した胸の頂を何度もなぞったあと、再び下着越しの秘裂に押し当てた。

「んんっ……！」

　布の向こうの粘膜を、ぶるぶると細かな振動が波打つ。

　身体の高ぶりにより、ショーツの中心には快感のしるしが滲み出ていた。生地の表面が乾いていたときよりも強い興奮を覚えつつ、鋭い切れ味の快感を味わいたくて、敢えて秘芽に狙いを定める。

「ぁああっ……!!」

　その瞬間、唇から一際高く大きな声がこぼれた。思っていたよりもしっかりその場所を捉えてしまったようだ。想像の何倍もの切なさが下半身を貫いて、私はあっけなく高みへと導かれた。全身にぐっと力がこもった次の瞬間、その緊張が一気に解けて弛緩する。

「…………」

　身体に燻る熱を放出しきった直後だからか、頭がぼうっとする。

　秘裂からとろりとしたものが溢れ出る感覚がしたあと、熱さとともにショーツの中心に浮き出た染みがさらに広がったのがわかった。一時的に早鐘を打っていた心臓が、いつも通りのリズムを刻み始めたころ、私はようやくダイヤルを操作してローターを止めた。

　そのとき、スマホが鳴った。手に取り、ディスプレイを確認してみる。

　──透からの着信だ。

「も……もしもし」

　まるで覗かれていたかのようなタイミングに焦って、声が上ずる。

「雪乃？　ごめん、もしかして寝てた？」

　声の雰囲気が違うことに、長い付き合いである透はすぐに気付いたようだ。それが寝起きのせいだと思ったらしく、申し訳なさそうに訊ねてくる。

「ううん、大丈夫。……もう仕事は終わったの？」

　私は何でもないように答えてから、素早く話題を変えた。

「うん。向こうの営業担当と食事に行って、ホテルに戻ってきたところ」

「そうなんだ。遅くまで本当にお疲れさま」

　ベッドフレームに置かれた目覚まし時計に視線をやると、もう二十三時近い。

　『取引先との付き合いも大事な仕事の一部』と言い切る透は、会食や接待にも手を抜かない。普段も帰宅がこれくらいの時間になることは珍しくないし、忘年会や新年会、それに歓送迎会の時期は毎日のように終電で帰宅してくる。間に合わなくて、タクシーになることもしばしば。

　彼の仕事熱心なところは尊敬しているけれど、身体を壊さないか心配になるので、無理だけはしないでほしいものだ。

「今日の商談、来年の業績に絡む大事なヤツだったんだ。だから、かなり神経使ったんだよね」

「手応えはどう？」

「うん、いい感じでホッとしてる。……だから少しだけ、雪乃の声が聞きたくなったんだ」

「……透」

　スマホから聞こえてくる不意打ちのような言葉に、胸の奥がじわりと温かくなり、うれしさが込み上げる。

「──そんなこと言ってくるなんて、らしくないなぁ」

　けれど、普段の私たちの間にはないやり取りについ照れてしまい、唇からこぼれたのは軽口だった。私は茶化すように笑った。

「そうかも。俺自身も意外だわ」

　透もおかしそうに笑った。彼自身も想定外の発言だったのなら、それだけ気を張り詰めていたということか。

　入社以来、彼は営業成績トップをキープし続けていると聞く。そんな彼には常に大きな期待とプレッシャーがのしかかっているのだろう。それらが精神的な負担にならないはずがない。

　私が透にとっての癒しであるのなら光栄だ。私は彼の妻なのだから、こういうときこそ彼に必要とされたいし、支えてあげられたらと思う。

「明日の夕飯は透が好きなハンバーグにするから、楽しみにしてて」

　それらの言葉を直接伝える代わりに、私は明るくそう言った。私たちの間に、言葉は多く要らない。きっとそんなフレーズだけで、透は私の気持ちを汲んでくれるはずだ。

「うん、わかった」

　透がいつもよりも優しく、柔らかな声で頷く。言葉そのものはあっさりしているけれど、私の気持ちは伝わったらしい。

「夜遅くに悪かった。じゃあ、おやすみ」

「ううん。透もおやすみ」

　短い挨拶を交わして、私は通話を切った。傍らに置いたままだったローターが視界に入り、小さくため息を吐く。

　いつも自慰の直後はいけないことをしたような気持ちになるけれど、透から電話があったことで、その罪悪感がより増長してしまった。　

　──私ったら、何をしているのだろう。また欲望に負けて、はしたない遊びに耽ってしまうとは。

　他の男性とことに及んでいるのではないのだから、透を裏切っているのとは違う。なのに、それに近い感情を抱いてしまうのは、私がこの性的な欲求を持て余しているのを彼に隠しているからなのだろう。

　夫婦なら、この問題をともに解消するべきと思う反面、それが上手くいかなかったときのことを考えて躊躇してしまう。

　この手の問題はデリケートだからこそ、慎重に進めなければならない。私がセックスを不満に思っていると素直に伝えたとして、透が気を悪くしたら？

　それだけならまだしも、セックスに対して貪欲な私を見て、幻滅されたり、引かれたりする可能性もある。いずれにしても、夫婦間に溝ができる原因になりかねない。

　『求められなくなったら、他の女に行かれちゃうかもしれないじゃない？　それに、やっぱり旦那のこと好きだし……大事なコミュニケーションだと思うからさ』

　不意に奈美の言葉が耳元に蘇る。

　セックスは夫婦間の大事なコミュニケーション。その通りだと思う。身体を求められなくなったら、よそ見をされてしまうリスクについても、完全同意だ。

　もしかしたら、すでによそ見をされている場合もあるか──なんて、弱気な考えまで頭をもたげる。もちろん、透を信用していないわけではないのだけど、私の身体を求めてこない理由としては、一番説明がつく気がした。

　──もう透にとって、私は『女性』として映っていないんじゃないだろうか？

　──他の誰かと比較して、魅力を感じなくなってしまっているとか？

　普段、考えないようにしている不安が、親しい友人の一言で渦を巻き、私を惑わせる。

　いずれにせよ、このままの状態が続けば、私たちはやがてセックスをしなくなる気がする。

　身体ではなく心で繋がる夫婦というのももちろん素敵だけど、できるなら心と身体、両方で透と繋がっていたい。それが私の嘘偽りのない本心だ。

　でもそんなのは欲張りな願いなのだ。虻蜂取らず。心か身体か、どちらかしか取れないのなら、迷わず心を取るしかない。

　身体の不満は、この先もおもちゃが解消してくれるから心配ない。大切なのは、透とふたり、仲良く暮らし続けることだ。それを見失ってはいけない。

　私は汚れた下着とローターを洗うべく、まだ気怠さの残る身体を起こしたのだった。
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　通話を切ると、俺はベッドに背中を預け、両足を投げ出した。

　仕事のオンオフの切り替えは、割と上手いほうだと自負しているけれど、今日は特別に難しいと感じていた。

　無理もない、今日の商談の結果次第で、我が社の来年の収益が大きく変わるのだ。それを知っていたからこそ、入念に下調べをし、細部にまでこだわって資料作成をして臨んだわけだ。思った通りの展開に運べて本当によかった。

　その後の会食も和やかなムードで締め括られ、ホテルの部屋に戻ってきたところで、気が緩んだのかどうしても雪乃の声が聞きたくなってしまった。

　雪乃もパートタイムとはいえ毎日働きに出てくれているし、寝ているところを起こす形になってしまったら悪いと思ったのだけど、大きな仕事を成功させたという達成感で妙にソワソワしてしまっていた俺は、彼女と会話することで、自宅に帰ったときのように気持ちを落ち着けられるかもと、つい甘えてしまった。

『そんなこと言ってくるなんて、らしくないなぁ』

　本当にそう思う。『声が聞きたくなった』なんてベタな殺し文句を、これまで一度だって発したことがなかった。雪乃が驚くのも当然だ。

　「好き」だとか「かわいい」の類の言葉を、俺は滅多に口にしない。それは彼女も同様だ。もともと幼なじみだった俺たちの間には、そういう甘いやりとりはほとんどないけれど、今の電話みたいに、雪乃が俺を大切に思ってくれることが言外に伝わってくる。それはお互いに確固たる信頼関係が結ばれていることを示しており、たとえ直接的な愛情表現が乏しかったとしても、とても居心地がよく、心が安らぐのだ。きっと彼女もそう思ってくれているに違いない。

　世間一般のカップルや夫婦が、どれだけ甘い言葉や雰囲気の応酬で成り立っているのかは知らないけれど、シャイな俺たちにはこの形が一番しっくりきている。

　──そう自分自身を納得させていたはずなのに、最近はその考えがどうにも揺らいでしまって困る。俺は脳裏にたった今言葉を交わしていた大切な女性を思い浮かべ、胸が甘苦しくなった。

「雪乃……」

　最後に彼女に触れたのは、もう一週間以上も前だ。白い肌に、色素の薄い茶色いつぶらな瞳、同色の細く柔らかい髪。桜色の唇にキスを落としたことを思い出して、身体が熱くなる。

　雪乃との間に隠しごとはしないと決めているけれど、どうしても打ち明けられないことがある。

　それは、もっと激しく彼女を抱きたいと思っていることだ。

　最も身近な異性だった雪乃に対して、俺は物心ついたころからずっと恋愛感情を抱いていた。中学と高校で関わりがなくなって距離が開いた時期もあったけれど、大学で再びその距離が縮まったことで俺だけのものにしたいという気持ちが募った。

　念願叶って付き合い始めて、俺たちの間に流れる空気もカップルらしいものへと移行するかと思いきや、雪乃は恥ずかしがり屋だったし、俺も自分の気持ちを素直に伝えるのが上手なタイプではないから、そうはならなかった。

　「好き」や「かわいい」も、言いたくないわけではない。むしろその逆だ。でも、タイミングを見計らっているうちに機会を失い、今さら言い出しにくくなってしまったわけだ。

　ならばベッドのなかだけでも、ここは特別な空間だと割り切って思いの丈を伝え、言葉で伝えきれない分は身を以って愛情表現をしようかと考えたけれど、雪乃は潔癖なところがあるのか、それとも性的なことに対しては興味が薄いのか、あまりセックスが好きではないようで断念した。触れ合っていてもどこか淡々としていて、決していつもの彼女の佇まいを崩さない。

　いや。正確に言えば、それらしい場所に触れれば反応は示してくれるけれど、俺の様子を窺うような所作にいつも引っかかる。おそらく俺に気を遣って反応しているふりをしているのだろうけれど、そういうのはすぐに伝わる。雪乃はきっと、その行為に悦びを見出していないのだと思う。

　対して俺は、自分で言うのも何だけど、セックスに対する欲求が強いほうだ。でも、雪乃の前ではそう見えないように必死に我慢している。

　本当は、雪乃をもっと求めたい。快感の熱に浮かされ、いつもとは違う艶やかな声音で喘ぐ彼女の奥深くを穿ち、擦れ合うことで生じる愉悦を分かち合いたい。淫らでいて蕩けるような笑みにキスをして、煽情的な囁きを落としてより感じさせたい。

　でも、とてもそんな願望を口にすることはできなかった。ただでさえスキンシップに積極的ではない雪乃にとって、俺の誘いは負担にしかならない。心の底から好きだと思える彼女に引かれたり、嫌われるくらいなら、肉体的な欲求など満たされなくても構わないのだ。

　だからどんなに雪乃をほしいと思っても、セックスのペースは多くて週に一度と決めた。周期は長ければ長いほどいい。間が空くのは俺にとってはつらくても、彼女には必要なことだろうから。

　幸いにも、欲望を満たすだけなら自己完結できる。これまでに数えきれないほど、雪乃が艶やかに乱れる姿を思い描いては、トイレで白濁としたものを放った。仕事が立て込んでいるとき以外はほぼ毎日だから、我ながらその性欲の強さに笑ってしまう。

　とはいえ、根底にあるのは雪乃への愛しさだ。たとえどんなに美しくて女性的魅力の溢れる人が相手だとしても、彼女でなければこんなにもほしいとは思わないだろう。

　幼いころからずっと一緒で、いいところも悪いところも全部知っている雪乃だから、身も心もひとつになりたい。愛し合いたい。セックスはそのためのコミュニケーションツールなのだと、俺は強く思う。

　でもこれは俺の独りよがりな意見にすぎない。今さら付き合い立ての恋人同士のように振る舞うこともできないし、このサバサバとした関係性が不満なわけではないから、あくまでも雪乃の気持ちを尊重して、もうしばらくはセックスに無頓着な自分を演じ続けることにしよう。

　俺も雪乃も、子どもを作ることには前向きだから、ほしくなったらその行為を避けて通れない。ならばそのときをきっかけにしたっていいのだ。雪乃だって、少し時間が経てばセックスへの意識も変わるかもしれないし──

「……っ」

　そんなことを考えながら、俺に組み敷かれて、羞恥に頬を赤く染める雪乃の姿を想像していたら、それだけでスラックスの前が窮屈になってくる。俺は主張し始めている場所にそっと手を置いた。やや質量を増して衣服を押し上げるそれが、熱を保ち始めている。

　つくづく、俺は雪乃に惚れ込んでいるんだなと思う。何度身体を重ねても、彼女に飽きるどころか愛情がより募っていくのだから。

　直前の電話での彼女の言葉を再び思い出した。ああやって、さりげなく俺の疲弊した心を癒してくれる彼女が愛おしいし、幸せにしたいと強く思う。

　──それはそれとして、この高ぶりを鎮めなければとても眠りにつけそうになかった。そのあとシャワーも浴びてしまうつもりで、俺は身体を起こしてバスルームに向かったのだった。
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「透、朝だよ。起きて」

　まだ昨日の疲れを引きずっているように眠りこけている夫の肩を揺らし、私が呼びかける。

　寝起きの悪い透は、一度では起きないことを知っているから、それから私はカーテンを開けた。窓から差し込む陽の光が、彼の顔を明るく照らす。

「うー、ん……」

　眩しかったのか唸るような声を上げ、透が目元を擦った。その後、彼はゆっくりと目を開ける。

「おはよう。七時前には出るって言ってたよね。そろそろ支度しなきゃだよ」

「……ん、ありがとう」

　目覚まし時計で時刻を確認すると、六時十五分。シャワーを浴びて着替え、軽く朝食を取ってから出発すると考えると、動き出さなくてはいけない頃合いだ。

　彼がベッドから身体を起こしてバスルームに向かったことを確認してから、リビングダイニングに移動して、その一角にあるキッチンで朝食作りを始める。

　遠方への出張が多い透。そういう日は、朝も早く、これぐらいの時間に起床して出かけることが多い。

　私自身は九時から十六時の固定シフト。ゆっくりの起床でも支障はないのだけど、なるべくふたり一緒に朝食をとることを心がけているのと、料理は私の担当であるのとで、必然的に早起きになる。

　けれど朝が苦手なほうなので、ごく簡単なもので済ませるのがほとんどだ。今日はトーストにスクランブルエッグ。本当はもう少し手の込んだものを出したいけれど、透も食べる時間があるなら寝ていたいタイプなので、満足してくれているみたいだ。

　トースターに食パンをセットしてから、電気ケトルでお湯を沸かす。フライパンで手早くスクランブルエッグを作り、それぞれのお皿に盛ってケチャップを添えたころに、ちょうど焼き上がったトーストを別のお皿に乗せ。カトラリーとともにダイニングテーブルに運んだ。その足で、テレビの電源を入れる。我が家では情報番組が、朝食の際のＢＧＭの役割を果たしてくれるのだ。

「ちょうどできたよ」

　シャワーを終え、ワイシャツとスラックスに着替えた透がバスルームから出てきたので、　彼をテーブルに促しながら沸かしたお湯でコーヒーを淹れる。

　買い物帰りにふたりでよく立ち寄るカフェがオリジナルで販売しているドリップバッグ。そのパッケージを開けると、それだけで香ばしい香りが漂う。手軽だけど香り高くて美味しい。透も気に入っているみたいなので、朝の定番になっている。

「ありがとう」

　熱々のコーヒーをそれぞれの定位置に置くと、透が言った。私も向かい側に座り、両手を合わせる。

「いただきます」

　私と透の声が自然と重なった。特別、意識はしていないけれど、一緒に暮らすうちにいつの間にか揃うようになっていたのが面白い。　

　私は四隅まできっちりバターを塗ったトーストにかじりつく彼の姿を、しばらく眺めた。

　学生時代もそうだったけれど、大人になった今でも透はイケメンと呼ばれる部類の男性だと思う。彼の顔のパーツでぱっと見て目に付くのは、高い鼻梁に、朝一番だというのにぱっちりと開かれた二重の目だ。黒目がちなこともあって存在感があるその瞳と、直線的なしっかりとした眉からは凛々しさと強い意志を感じる。あまり決めすぎていない、シンプルな黒髪のショート、というのも媚びていなくて、彼にとても合っている。

「出張続きで大変だね」

　何となく彼の視線を感じたので、私は誤魔化すみたいにコーヒーを啜ってそう言った。「何気に今月三回目だからな」

　私は壁にかけてあるカレンダーに目を凝らした。十月十四日。月の半分しか経過していないというのにこのペースだ。あまり口には出さないけれど、疲労を感じているに違いない。

「せめて仕事を早めに終わらせて、ホテルでゆっくり休めたらいいよね」

　いつも帰りが遅いから、移動時間を考慮して泊まりになっているときこそ、ぐっすり眠る時間に充てられたらいい。そう思ったのだけど、彼は半分ほどかじったトーストを一度お皿の上に置いてから、フォークの先で掬ったスクランブルエッグを口に放り込む前に、「それが」と声のトーンを落とした。

「今日の得意先はやたら飲ませてくるんだよな。泊まりだって知ってる分、容赦ないかも」

「うわぁ、キツいね」

　宿を取っていると知っていれば、先方も安心してお酒を勧められるということか。つまり、飲まないわけにはいかなくなるのだ。私はつい眉を顰めた。

「まぁ仕方ない。強化合宿だとでも思うようにするわ。アルコールの」

「や、急にポジティブすぎだから」

　軽口に軽口を乗せて私が笑うと、透もやれやれという風に肩を竦めて笑い、コーヒーを一口飲んだ。　

「それより雪乃、今週末ってお互い予定なかったよな？」

「うん」

　私は首を縦に振って、フォークを手に取った。今日のスクランブルエッグはいつもよりふわふわにできた気がする──なんて自負とともに、口に運んだ。美味しい。

「前に話してた映画、ちょうど公開日みたいだから観に行こうか」

「あっ、そうなんだ？　行きたい行きたい」

　手にしたばかりのフォークをお皿に置いて、私は嬉々として言った。

　私と透の共通の趣味は、キャンプともうひとつ、映画だ。晴れた日にふたりで楽しむならキャンプ、雨の日に楽しむなら映画、というパターンがとても多い。

　今週末の予報は晴れで、キャンプ日和ではあるのだけど、先週行ったから映画にしておくのもアリかもしれない。最近、予告を見て「面白そうだね」と話していたコメディの邦画の封切りということなので、ついテンションが上がってしまう。

　そんな私の様子を見て「はしゃぎすぎ」と笑ってから、透が頷いた。

「じゃ、そうしよう。そのあと食事する店、よかったら選んでおいて」

「わかった。探しておくね」

　映画デートのときは、その感想を話す場として外食することにしている。透は食べ物の好き嫌いがなく、どんなジャンルの料理でもウェルカムなので、お店選びは私の担当になっている。早速、リサーチを始めなければ。

　そんな会話を交わしているうちに、透は朝食をすっかり平らげてしまった。コーヒーも飲み終え、マグをテーブルの上に静かに置く。

「ごちそうさま。……あっ、と。もう支度して出ないと」

　テレビの情報番組が七時を告げたのを合図に立ち上がった透が、洗面台のあるバスルームに立ち寄り軽く身支度を整えて戻ってくる。そして椅子にかけていたスーツの上着を着て玄関に向かった。

「また明日、な」

　準備してあった荷物を持って靴を履き、透がこちらを振り返る。普段使っているものよりもやや厚みのある、一泊用のビジネスバックは、出張の多い彼のために去年の誕生日プレゼントとして私が贈ったものだ。

「うん、また明日」

　ひらりと手を振って見送ると、透は家を出て行った。

　扉が閉まり、ひとりになった室内に戻ると、再び席に着いて食事の続きをする。　

　透のいない夜は寂しいけれど、その寂しさを埋める特別な行為を覚えてからは、むしろ出張がほんのちょっとだけ待ち遠しい。

　真夜中に食べるチョコレートのような、とびきり甘く背徳的な行為は、私を激しく陶酔させ、まだ見ぬ知らない世界に連れて行ってくれそうな期待感に満ちていた。それはまるで、起きながら見ている夢のようにも思える。

　──今夜はいったい、どんな素晴らしい夢を見ることができるのだろう。

　私はぼんやりとそんなことを考えながら、食事を終え、ふたり分の食器を片付けたのだった。
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　コールセンターの仕事を選んだのは、時間の融通が利きそうだったからだ。

　実際、希望通りのシフトを組んでもらえて助かっている。週五日の九時から十六時、休憩一時間の実働六時間というリズムは、退勤後に買い物をして夕食を作ったり、洗濯物を取り込んだりする時間を無理なく捻出できるのがいい。

　結婚前はウェディングプランナーをしていた。これがなかなかの激務で、休日はあってないようなもの。透とのデートの時間を作るのもずいぶん苦労したから、結婚してからも続けるのは無理があるとわかっていた。

　新郎新婦やその家族の幸せな姿を見ることができるやりがいのある仕事だったし、辞めるときも散々迷ったけれど、私と同じかそれ以上に激務である透を支えたい気持ちが強くて、それを彼も望んでくれたから、辞める決心をしたのだ。

　前職でビジネスマナーを徹底的に叩きこまれていたおかげか、クレームへの対応も特に問題なくこなせていると思う。たまに感情的なお客様から罵詈雑言を浴びせられることもあるけれど、落ち込む暇もないほど次から次へと電話を取らなければいけないので、そういう意味では忙しさに感謝だ。

　今日も様々な苦情に対して、あらゆる謝罪の言葉を並べて、どっと疲れた。自分へのご褒美も兼ねて、気になっていた職場最寄りのカフェでディナープレートをオーダーし、ホッと一息ついたあと帰宅した。

　夕食は済ませてきたので、ここから先は自分の時間だ。ゆっくりお風呂に浸かったあと、いつもよりも丁寧にスキンケアをして、髪を乾かしたあと、パジャマに着替える。透とおそろいの、グレーのパジャマは、つやつやとした光沢があって着心地がよく、ブラックとの色違いで二セット持っている。

　湯上りの火照りを鎮めるため、水出しの冷たいハーブティーを飲みながらテレビを見ていると、あっという間に二十時。

　──ちょっと早いけど、寝室に行こうかな。

　私はいたずらをする直前の子どものような心境で、スマホを片手に寝室に向かった。

　ドレッサーの一番下の引き出しから、例の黒いポーチを手に取り、そこからピンクローターを取り出すと、自分のベッドに上がった。

　こうしてひとりで欲望を満たすとき、おもちゃの他に使ってしまうアイテムがある。それは、大人向けの動画だ。

　人が受ける刺激の八割が視覚情報だ、と聞いたことがある。それゆえに、気持ちを盛り上げたいときは、そういう刺激的な動画を見て、イマジネーションを膨らませることもある。今夜はたっぷり時間があるので、その方法で快感を助長させることにする。

　最近は、私のような女性視聴者も多いらしく、女性向けの動画も数多く制作されているようで、少し驚いた。男性向けのハードなものは性に合わなかったので、恋愛ドラマの延長線上にあるような情緒的な作りの女性向け動画は、私の理想に適っていた。

　今夜選んだのは、彼氏とおもちゃを使ったプレイをするシチュエーションのもの。私自身もローターを使って楽しむつもりなので、動画のなかの女性に共感できる内容がいいと思ったのだ。

　ベッドフレームにスマホを立てかけ、ドラマ部分を見てその世界に浸ったあとは、いよいよ濡れ場に入っていく。彼氏のネクタイで両手を縛られ、衣服を脱がされた女性が、ローターで責められる。首元、鎖骨、脇腹など、初めは性感帯を避け、全身に少しずつ振動を教え込んだあと、いよいよ胸の服らみを撫でていく。

　動画の女性と同じように、私も上下のパジャマを脱いで、ショーツ一枚になった。それからローターのダイヤルを回し、震える先端で焦らすように肌の上を滑らせる。首元、鎖骨、脇腹と、動画のなかの彼女と同じ場所を辿った。

「んっ……」

　くすぐったいような、ぞくぞくする感触に声をもらしつつ、興奮に先端を尖らせた胸の先に到達する。

　もっと鋭い刺激がほしい。ここに当てれば、もっと気持ちいい感覚を得られるはず。

「あんっ……！」　

　そう思うのと同時に、胸の先にローターを押し当てた。ぴりぴりとした細かな振動が、胸の先に伝わって艶めかしい喘ぎがこぼれた。

　動画を見て劣情を煽られているせいか、ただおもちゃで慰めるよりもずっと気持ちいい。左右を適宜替えながら、じわじわと滲むような快感を貪った。

　──やだ、もう濡れてる。

　膝立ちになり、ショーツの中心部分に触れてみる。その場所は、滑りのある温かなもので湿っていた。反応に対する従順さを恥ずかしく思いつつ、誰に咎められる状況でもないことを思い出し、再び動画に視線を注いだ。

　動画のなかの女性が、ショーツ越しにローターを当てられている。ショーツのなかで勃起した敏感な粒を嬲るかのように、執拗に。彼女はそのたびに、悲鳴のような嬌声を上げて、快感を訴えた。びくん、びくんと身体を震わせ、与えられる淫楽に感じ入る。

　その声音が、表情が、強い喜悦に満ちていて、私も早くその悦びを享受したいと、ショーツ越しにローターを当てる。

「ふぅ、んんっ……！」

　待ちわびていた刺激にまた声がもれる。画面越しの彼女がそうされているみたいに、包皮越しの突起を掠めるように往復させる。

　秘所を鷲掴みにされたような強烈な痺れのせいで、下肢に力がこもった。緊張した秘裂にローターを押し当てると、ただでさえ強い刺激が増幅したように思える。

　気持ちいい。この刺激を何度も経験している身体は、私の意志に反して勝手に上り詰めようとするけれど、手の力を弱めることでそれを制した。このあと何回か楽しむにしても、まだ達するのは早すぎる。

　ショーツをずらして入り口に埋め込んだり、縁をなぞったりして焦らしながら、時折思い出したように興奮に膨らみ始めた突起に直に当ててみる。溢れる蜜によってより感覚の鋭くなった粘膜を容赦なく波打たせ、思考を消失させるほどの悦楽が生じた。

　画面では、彼氏の手によって入り口に埋め込まれたローターが、敏感な突起をも同時に刺激し、女性が果てたところだった。

　──透が操作してくれたら、もっと気持ちいいのだろうか。

　ふとそんなことを考えて、その場に横たわり、目を閉じた。私はローターを操作しながら、その手が透のものであるとイメージする。

　おもちゃを使うと自分の指でするよりも圧倒的に気持ちいいのだけれど、快感に貪欲な身体は次第にその刺激に慣れていってしまう。でもそれは、自分の意志で動かしているからという理由もあるのかもしれない。

　次にどの場所へどんな風に動かすか。力加減は強いか弱いか。そういう予想がある程度ついてしまっているから、身体が身構えてしまうのだろう、と。

　『雪乃、どこに当ててほしい？』

　妄想のなかの夫が優しく、それでいて思わせぶりに訊ねる。

「っ……」

　下肢にいやらしいものが滴るのを感じた。透の口からそんな台詞を聞くことはないだろうし、そもそも私がローターを持っていることすら知らないだろうけれど、もしそんな展開になったら──という想像だけで、どうしようもなく興奮してしまう。

　『ここ？　……勃起したここに当ててほしいのか？』

「ぁ、はぁっ……やぁっ……！」

　目を閉じたまま、一番感じやすい粒に狙いを定めて押し当てる。夫の言葉で、指先で、責められているのを思い描いて身悶える。

　──どうしよう、すごく気持ちいい。ただの妄想なのに。

　視覚がシャットアウトされると、ローターの振動音と、動画のなかの呼吸や喘ぎがより鮮明に頭のなかに響く気がする。

　──気持ちよすぎて、もうイきそう。。

　未知の快感に翻弄され、思考が溶けそうになった──そのとき。

「──雪、乃？」

　聞こえるはずのない夫の声がして、私はぱっちりと目を開けた。と同時に、上体を起こすと、寝室の扉の前で荷物を片手に棒立ちになっている透の姿を見つける。

　全身からさぁっと血の気が引いていくのを感じた。さっきまで、興奮による熱を纏っていたはずの身体は、それをすっかり忘れてしまったかのようで、思考も唐突に冷静さを取り戻した。

「あ……何で……？」

　そう声を絞り出すのが精一杯だった。

　どうして透がここに？　今夜は出張だったはずじゃ？

　瞠目し、ひどく驚いた様子の透から、返答はない。彼の視線の先には、私のスマホが映し出すいかがわしい動画や、依然振動を続けたままのローターが捉えられている。

「ぁ、やっ……！」

　私はスマホとおもちゃを掻き集めると、ベッドを転がるように降りた。扉を開けたままの状態で立ち尽くす透を押し退けるように廊下に出て、バスルームに駆け込む。

　明かりを点けて扉を閉めると、静かな室内に振動音と喘ぎ声がまだ響いていることに気が付き、手元にあるそれらの電源を切ったり、動画の再生を止めたりして、ローターはひとまず洗面台の引き出しに、スマホは洗面台の上に置いた。

　──透に見られた。自分勝手に欲望を満たしている私の姿を。しっかり見られてしまった。

　いや、まだわからない。透はいつからあの場所に立っていたのだろう。

　もしかしたら、入ってきた直後で私が何をしていたのかわからなかった可能性はないだろうか？　それなら、まだ誤魔化せる？

　そんな都合のいい思考を巡らせたあと、バスルームの洗面台の鏡に映し出された、ショーツ一枚の頼りない自分の姿を見遣り、それはないだろうと思い直した。

　……どうしよう。きっと引かれた。というか、間違いなく引いている。

　留守中とはいえ、あんな風におもちゃまで使って、自分自身を慰めたりして。私のことを、あさましい女だと思ったに違いない。普段は、そんな態度を欠片も見せないくせに、と。

「雪乃。……聞こえる？」

　控えめなノックのあと、透が静かに訊ねる。私は息を呑んでから、その場で彼の言葉に耳を澄ませた。

「着替え、持って行かなかっただろう。少しだけ開けてくれないか。渡すだけだから」

　──あ、そうだ。ほぼ裸のような状態で飛び出してきてしまったんだった。彼は私が脱ぎ捨てたパジャマをわざわざ持ってきてくれたらしい。

　扉を開けたくない気持ちもあったけれど、ここで受け取らないと着るものがない。私はしぶしぶながら薄く扉を開けて、手を伸ばした。その手に、パジャマの上下を持たされる。

　目的が果たされると、扉は勝手に閉まった。気を遣って透が閉めてくれたのだ。

　私は動揺しつつ、ずっと裸のままではいられないと思い、手渡されたパジャマを身に着け、ため息を吐く。

　恥ずかしすぎて合わせる顔がない。私に魔法が使えるなら、透の一連の記憶をきれいさっぱり消し去りたいと思うけれど、当然そんな力が芽生えるはずもない。

　……できるならしばらくはここに留まっていたいけれど、いずれどこかのタイミングで寝室には戻らなければならない。早いか遅いかの差なら、さっさと行動に移すべきだろうか。

　透は今、何をしているのだろう。できたら顔を合わせずに、ベッドに潜ってしまいたい。というか、そうして狸寝入りをすることでしか、この場を切り抜ける方法が思いつかなかった。

　透がリビングダイニングに移動していることを願いながら、洗面台に置きっぱなしだったスマホをズボンのポケットに入れ、扉をそっと開けた。

「っ！」

　大きな声が出そうになって堪えた。パジャマを渡してくれたあと立ち去ったように思われた透が、まだそこにいたのだ。

　透は固まっている私に申し訳なさそうな視線をくれながら、口を開いた。

「実は今日の出張、先方の都合でなくなったんだ。すぐに雪乃に知らせようと思ったんだけど、替わりに別件の会議に出席しなきゃいけなくなって、終わり時間が読めなくて……そのまま連絡し忘れて」

「そ、そうだったんだ」

　透はスケジュールに関して、その都度きちんと連絡をくれるほうだ。だからこそ、今夜は絶対に帰ってこないと油断してしまった節はある。

　私は努めて冷静に返事をしたけれど、どんなテンションで応答すればいいのか、内心では戸惑っていた。

「ちょっとだけいい？　話がしたい」

　透の言葉に、私は小さく頷いた。本当は逃げ出したくて堪らなかったけれど、真顔でそう訊ねる彼にＮＯとは言えなかった。

　

　ダイニングテーブルを挟んで、透と私が向かい合う。

　帰宅直後の透は、ワイシャツにネクタイ、それにスラックス姿。いつもなら帰ってすぐにお風呂に入って着替えているのにそうしないのは、私がバスルームを占拠していたからだろう。

「変なタイミングに帰ってきたみたいで、ごめん」

「……私こそ、びっくりして逃げたりして、ごめんなさい」

　硬い表情をして謝る透に、私も頭を下げて謝った。本来なら、透が謝罪するべきことではないのに、そうさせてしまっているのが申し訳ない気持ちもあった。

「あの……何というか、引いてる、よね？」

　単刀直入に訊ねるのは怖かったけれど、気まずすぎて気の利いた言葉が浮かんでこない。私は透の反応を窺ってみた。

　彼は顎に手を当てつつ、言葉を選ぶようにしてこう言った。

「……引いてるっていうか、純粋に驚いた。雪乃は、そういうことをするタイプに見えなかったから」

　──そういうこと。つまり、ひとりえっち。言葉を濁したのも、私の目を見ずに視線を逸らしながら話すのも、ひとえに気まずさのせいに違いない。

「…………」

　きっと、透はなぜ私があんなことをしていたのか気になっているに違いない。けれど、正面切っては訊けないのだ。

　どうする？　こうなってしまったら、包み隠さず話してしまうしかないだろうか。

　でも──欲求不満です、なんて言いづらい。それに、伝え方によっては彼を幻滅させたり、傷つけてしまうかもしれないし……。

　──ううん、でもバレてしまったなら白状するしかないか。私は観念して口を開いた。

「……この際だから、全部正直に言うね。私、こういうことしたの、今回が初めてじゃないんだ。透が出張のたびに、ほとんど毎回……してた」

　透の表情がさらなる驚きに染まった。まさか出張のたびに自分を慰めていたとは想像もしていなかったのだろう。

「別に、ひとりでするのが好きなわけじゃないよ。でも、透はあんまりこういうこと、好きじゃないでしょ？　私とのセックスは多くて一週間に一度だし、すごくあっさり終わっちゃうから、もっとしたいって言い出せなかった。透のこと、人として大好きだし、尊敬してる。だからこそ、セックスはあってもなくてもいいって割り切ってたけど……やっぱり、好きな人とは『情熱的なセックス』がしたいって思ってしまったんだよね」

「『情熱的なセックス』……？」

「うん」

　私が頷く。

「私たちって仲はいいけど、そういうムードのときも全然変わらず淡々としてるって言うか、普段通りって言うか……上手く言えないけど、何となく始まって終わる感じでしょ。そうじゃなくて……身体も心も、もっと燃え上がるようなセックスがしたいな、って」

　透の様子をもう一度窺ってみると、難しい顔をしている。もしかしたら、彼はそんな風は思っていなかったのかのかもしれない。だとしたら、私の本音にショックを受けているのかもしれないけれど、私は敢えて続けた。

「こんなこと言ったら変に思われるんじゃないかとか、嫌われちゃうんじゃないかって、ずっと言えなかったの。もしかしたら、透があまり私を求めてこないのは、単に私に飽きちゃったとか、魅力を感じていないだけかもしれないし……それならそれで、私も努力をしないといけないんだけど」

「それはないよ」

　俯きながら紡いだ言葉に、透がきっぱりと否定した。

「雪乃に飽きたとか、魅力を感じてないとか、そんなことはないよ。絶対に」

「透……」

　顔を上げると、透は私の瞳を真摯に見つめている。

　──よかった。透は、女性としての私に興味を失っていたわけではなかったんだ。それを知れただけでも、本音を打ち明けてよかったと思えた。

「実は俺も、雪乃に伝えたいことがあったんだ。来て」

　椅子を引いて席を立つと、透は私の手を引いて寝室に導いた。

　照明を点けると、ふたつ並んだシングルベッドが照らし出される。そのうちの片方は、私が飛び出たときのまま。シーツに皺が寄っている。

「雪乃」

　透は私の名前を呼ぶと、私を腕を強く引き、抱き締めた。

「……透？」

「雪乃がそんなことを考えてるってちっとも気付かなくて、悪かった」

　彼が私を抱く手に力がこもる。耳元に落ちた囁きが、言葉通り申し訳なさそうに響く。

「ううん、私が言わなかっただけだから、気にしないで。……自分の正直な気持ちを言いたかっただけだから、透に無理してほしいわけでもないし」

　私は彼の背中に腕を回し、首元に顔を埋めながら、微かに首を横に振って言う。

　彼を責めるつもりはなくて、あくまで自分の痴態を晒してしまったことへの説明の意味で告げたのだ。

　ほんの少しだけ、これを機に彼との行為に変化をもたらすことができたならと期待する部分もあったけれど、彼がそういうことに積極的になれないだろうことは予想がついていたから、無理強いするつもりもなかった。

「違うんだ」

「え？　んっ──」

　透の言葉の意味を探るように訊き返し、胸を押して少し身体を離した瞬間、彼の指先が私の顎を掬い上げ、直後、キスをされた。

「ふ、ぁっ……ん、んぅ、ふぅんっ……」

　唇の隙間から透の舌が侵入して私の歯列をなぞった。それから、私の舌を捕らえ、くすぐるように小刻みに撫でたり、擦り合わせたりする。

　このぞくぞくとする艶めかしい感触とはご無沙汰で、思わず声が出てしまう。ディープキスなんて、最後にいつしたのか思い出せない。普段の透は、唇を触れ合わせるだけの軽いキスしかしてくれないから。　

「俺も、雪乃と同じなんだ」

　じっくりと私の舌を味わったあと、遠ざかる唇がそう呟いた。

「おな、じ？」

　久しぶりの濃厚なキスに、息を乱しながら私が問う。

「俺のこと、セックスが好きじゃないって思ってるみたいだけど、そんなことない。本当は雪乃と同じように、もっと『情熱的なセックス』がしたいって思ってた。……むしろ、雪乃のほうがそういうのに興味なさそうだなって感じてて、セーブしてたんだ」

「……本当？」

　意外な告白に、私は目を瞬かせる。透は頷いて続けた。

「自分で言うのも何だけど……俺は、性欲が強いほうだと思ってる。だから雪乃のことももっと誘いたいと思ってたし、その……お互いがもっと気持ちよくなれる方法を探ったりしたかったけど、雪乃と同じで嫌われたくなかったから言えなかった」

　照れているのを隠すみたいにに透が目を伏せたけれど、すぐにその存在感のある瞳を開いて、鼻先がくっつくほどの近い距離でこう囁いた。

「でも、そんな心配は要らなかったんだ。……俺たちは、お互いに同じ願望を持ってたってことだよな？」

「あっ──」

　透が私の両肩を押して、ベッドに押し倒した。馬乗りになった彼が、首元できっちりと結ばれたネクタイを緩めながら言う。

「せっかくお互いの本当の気持ちが確認できたことだし──このまま『情熱的なセックス』、してみようか？」

「っ……」

　彼がネクタイの結び目を解き、自身の薄い唇をぺろりと舐める様がひどくエロティックで、ドキドキすると同時に見惚れてしまった。

　透が世間一般的にカッコいい男性であることはもちろん知っていたけれど、こんなにも色気を感じたのは初めてだ。きょうだいに等しい関係性を築いていた彼が、唐突に『異性』を出してくるなんて。

　戸惑っていると、透は首筋にキスを落としながら、私のパジャマのボタンを外していく。

「さっき、すごくドキドキした。……雪乃がエロい動画見ながら、おもちゃで気持ちよくなってるところ、初めて見たから」

「わ……私は、気が気じゃなかったよ。幻滅されたかなって思ったから」

「幻滅なんてするはずない。いつも冷静を装ってセックスしながら、もっと乱れた雪乃を見てみたいって想像してたくらいなんだから」

「……そうなの？」

　透が私に欲情してくれていたことにこっそりよろこびつつ訊ねると、透が頷いた。

「だから、雪乃が気持ちよくなれることを知りたい。さっきはどんな動画見ながら弄ってたんだ？」

「……え？　えっと……あ、改めて言うの、恥ずかしいな……」

　透とこれだけオープンに性的な話をするのは初めてだ。まだ羞恥や抵抗感を覚えてしまうけれど、せっかく彼が訊ねてくれているのだからと、勇気を出して伝えてみることにする。

「──その、両手をネクタイで縛られて、彼氏におもちゃで気持ちいいところをいっぱい責められるっていうシチュエーションの……」

「両手を縛るって、まあまあアブノーマルだな。……そういうのが、興奮するんだ？」

「……い、いじわる。そんな訊き方しないで」

　ただでさえ恥ずかしくて視線を外して話していたのに、そんな風に煽るなんて。私は堪らず目を瞑って小さく喚いた。

「興味あるから見てるんだろ？　雪乃が感じるなら、そういうプレイも悪くないかな」

　透は私のそんな反応を楽しんでいる様子で、喉奥をくっと震わせて笑った。そして、そっぽを向いている私の頬を撫で、瞳を開けるように言外に促されたので、照れながら従う。

「俺に雪乃のこと、気持ちよくさせて？　さっきみたいな感じてる顔、また見せてくれよ」

　言葉そのものは甘く優しげなのに、獲物を捕らえる前の肉食獣のような眼差しにくらりとする。

「……うん、わかった」

　私は催眠術にでもかけられたみたいに、素直に頷いたのだった。

　

「痛くない？」

「だ、大丈夫……」

　数分後、パジャマの上下を脱がされてベッドに横たわった私は、透に手首を拘束されていた。

　つるつるした質感のネクタイは、きつめに縛っても痛みを感じない。両手首を束ねるように巻きつけたあと、手首と手首の間を通してさらに巻きつけ、結び目を強固なものにする。

　こんなあられもない姿で手首を縛られているという状況に、妙な高揚感を覚えてしまう。

「もう、その姿だけでもそそられるけど……せっかくだから、これを使ってみない？」

　透が私に見せたのはアイマスクだった。黒一色の、いたってシンプルな作りのそれは、透の出張用のバッグにいつも常備されており、飛行機での移動の際、仮眠をとるときに使っているらしい。

「これ……？」

「それを着ければ、もっと気持ちよくなれると思うよ。いつもおもちゃを使ってしてるなら、刺激に慣れてきてるだろうから」　

　──鋭い。おもちゃでの自慰は気持ちいいけれど、ローターは動きが単調だし、ダイヤルを最大に回して使用していると、どうしても刺激に慣れてしまう。

「視覚の情報を奪われると、他の感覚が敏感になるんだって。本当かどうか、実際に試してみたくない？」

　私の答えを待たずに、アイマスクを装着させられる。一切の光が遮断されて、何も見えなくなった。

「ちょっとだけ……怖いかも」

「大丈夫。そばにいるし、雪乃が嫌がることはしないから」

「う、うん……」

　透のことは信用しているけれど、視覚情報を得られないのは思いのほか不安だった。ましてや、手首を拘束されて自由を制限されているから、余計に。　

「じゃあ早速、雪乃の好きなおもちゃ……使わせてもらおうかな」

　その言葉の直後に、聞き慣れた振動音がした。私の愛用のローター。さっき、洗面台の引き出しにしまったそれを、透が持ってきたのだ。

「あっ……！」

　ローターの先端が肩口に触れ、驚きとくすぐったさの交じった声がもれた。ゆっくりと、二の腕までをくるくると円を描くように撫で、反対側の肩口に移動する。

「どんな感じがする？」

「ん……ぴりぴりして、くすぐったい……」

　振動そのものはそんなに強くないはずなのに、自分で触れるよりも鮮烈な刺激であるように思えた。まさにさっき想像していた通り、予測できない場所に触れているからだ。

「他の場所も撫でてあげるよ」　　

　透はそう言って、今度は首や鎖骨のあたりに先端を当ててくる。

「ふぅんっ……」

　押し付けたり、逆に浮かせてみたり、肌に触れる強さに変化が生じるのが気持ちいい。脇腹や太腿などを刺激されるうち、無意識に腰を動かしたり、太腿を擦り合わせたりしてしまう。

「もうほしくなってる？　……雪乃って、そんなにエロかったんだ」

「ちが……っ、だって、透がそうやっていじわるに動かすからっ……」

「なら、こっちにする？」

「あぁあっ！」

　こっち──と示しながら、透は急に私のショーツの中心にローターを宛がった。おそらくダイヤルを弄ったのだろう、それまでよりも強い振動でいきなり性感帯を愛撫され、大きな声を出してしまった。彼が笑ったのが、吐息でわかる。

「すごいな。今の気持ちよかった？」

「っ……」

「答えられないくらいよかったんだ。……ごめん、もっとゆっくりするから」

　──びっくりした。強力な電気に貫かれたみたいだと思った。まだ驚きを引きずっていると、今度は胸の膨らみの輪郭を持ち上げるみたいに、ローターの先端が触れる。

「んぁ……！」

「まずはこっちから。手は上げておいて」

　透は拘束した手を万歳をするように上げてしまうと、胸への愛撫を続ける。

「はぁっ……それ、ぞくぞくしてっ……すごいっ……」

「いつもと全然違う感じ方だな。雪乃、今まで演技してただろ？」

「そ、そんなことっ……」

　ローターの振動が遠のいたあと、ズバリ当てられて、私は慌てて首を横に振った。けれど、その反応に確信を得たらしい透が声を立てて笑う。

「何となくわかってたんだ。だから、あんまりセックスが好きじゃないんだなって思ってたのもあるし。……その余裕ない感じ見てると、やっぱりそうかなって」

「……ご、ごめん。でもそれは、透に合わせるためで……さっきも言ったけど、私は透のほうが、そういうのを好きじゃないと思ってたから」

「うん。だから、もう演技しなくていい。気持ちいいと思ったら、思いっきり感じて」

「ぁあっ……！」

　再びローターが胸の膨らみに押し当てられる。一番快感を得られるだろう頂の部分を避け、麓をぐるりと周回するように動かされると、また湿り気のある声がこぼれた。

「もうビンビンに尖ってる。……まるで、当ててほしいって言ってるみたいだ」

「言わないでっ……」

　腰が勝手に浮くみたいなぞくぞくする感覚。胸の先が主張しているだろうことは想像できている。

　ところが、いくら待ってもその場所にローターが触れることはなかった。それどころか、敢えて焦らしているのだと示すように、腹部を通って再び太腿に降りていってしまう。

「や、ぁっ……透っ……」

「ん、どうした？」

「な、んでっ……？」

　太腿の、ショーツの際のラインを辿る動きがもどかしくて、つい詰ってしまう。

「雪乃が気持ちよくなれるようにしてるんだ。我慢して」

　恥丘に到達しそうでしない歯がゆさで、無意識に腰を揺らしてしまうのを、透の温かい手のひらがやんわりと制した。

「我慢したら我慢しただけ、そのあとたくさん気持ちよくなれる」

　──このむずむずを我慢するなんて、無理に決まってる。

　いち早く、その上にある熱を保つ部分に当ててほしいのに、透の操るおもちゃはクロッチすれすれの場所をゆっくりと撫でるだけだ。

　この振動を、別の場所で味わいたい。ほんの少しだけ指先を動かして、ショーツの中心に当ててくれればそれでいいのに。

「目で見てわかるくらい、濡れてきた」

　透が耳元でわざと煽るように囁いた。

「俺が帰ってきたときも弄ってたんだもんな？　なら、もう弄ってほしくて仕方ないよな」

　私は必死になって頷いた。このまま焦らされ続けたら、おかしくなってしまいそうだ。

「わかった。弄ってやる」

　それまで触れていたのが恥丘のすぐ下だったため、てっきりショーツ越しの秘裂に当ててもらえるものだと思っていた。はずなのにー―

「んぅっ……！」

　官能的な痺れが広がったのは片側の胸の先だった。尖りの真上ではなく、付け根のあたりからサイドを持ち上げるように宛がわれると、繊細な神経そのものを揺すぶられているみたいな先鋭な刺激が走る。

「逆も気持ちよくしないと」

　先っぽを下からそっと何度も撫で上げると、透は反対側の胸の先も同じように愛撫する。小さな花火みたいな快感が、そのたびに甘く弾けた。

「気持ちいい？」

「気持ちいい……けど……」

　求めていた刺激とは違っている。私がほしいのは、もっとお腹の下に響くような強烈な刺激だ。こうして頂をされるのももちろんいいのだけど、激しい快感に直結する場所に触れてほしいという思いがどうしても湧き上がってきてしまう。

「……けど？」

　優しげな透の声が、続きを促す。その音色には含みがあって、まるで私が言いたいことをすべて理解しているみたいに思える。

「けど、何？　……ちゃんと教えて？」

「ん、ぅうっ……」

　ぐりぐりと、強めに胸の先に振動を押し付けられて、私は小さく呻いた。

　──透は私の口から言わせたいんだ。どこをどうしてほしいのか。

　それを理解すると、身体がカッと発熱するようだった。彼にこんなサディスティックな一面があったなんて。今までにない言葉の応酬に、身体の高ぶりによるものではないドキドキが加速していく。

「もっと下……」

「もっと下って？」

「わかるでしょっ……──」

　我慢できずに、私は彼の要求通りにねだった。恥を忍んで、待ちきれなくてとろとろになっているその場所の名前を口にする。手首を拘束されているゆえに、指先で示すことはできず、具体的に言葉にするしかなかったから。

　思い切って音にした瞬間、羞恥と同じくらいの高揚感に支配される。恥ずかしいのに、自らの痴態を指摘して導く、という行為が、どうしてか妙な解放感を与えてくる。

「雪乃がそんないやらしいこと言うの、堪んない」

「透が言わせてるんじゃないっ……」

　まるで私が率先して言っているような表現をされるのは不本意だ。私は恥じらいながら言った。

「そうだな、ごめん」

　ごめんと言う割に、透の口調はどこか愉快そうだ。

「透がそんないじわるするなんて、知らなかった」

　今度は私が小さくボヤいた。

　行為の最中の彼は、いつも淡々としているのに。目隠しのせいで姿が見えないこともあり、全くの別人を相手にしている錯覚に陥る。

「でも嫌いじゃないんだろ、こういうの。……手首縛られたいって思うくらいなんだし」

「し、縛られたいとか、そういうわけじゃないんだけど」

「隠すなよ。興味なかったらそんな動画選んだりしないだろ」

「あっ──!!」

　完全に気を抜いていたところに、私がほしいと思っていた場所へ突然、震える先端を押し付けられた。ショーツ越しの秘裂をくちゅくちゅとくすぐるみたいに上下に動かしたあと、包皮を被った突起が隠れていそうな場所に狙いを定めて宛がわれる。

「はぁ、ああっ……！　それ、つよ、いっ……！」

「散々焦らされたあとだし、感じるよな」

「あ、あ、ああっ……！」

　私は激しく頷いて返事の代わりにする。

「さっきとどっちが興奮する？」

　瞬間的に、自らを慰める指先が透のものだったら──と、想像していたことを思い出してしまった。

「い……い、まっ……！」

　妄想が現実になっていると意識した途端、下腹部にじゅんとした熱が広がっていくのがわかる。

「ぬるぬるしたのがいっぱい溢れてきた。そんなに興奮してくれたんだ」

「と、おるっ……だめ、もうっ……私っ……！」

「イきそう？」

　透が『イく』という表現を使うことはほとんどない。お互い、照れくささもあって直接的な言葉は避ける節があるから、具体的に示さず、相手の雰囲気で察することが多いのだ。だから、聞いてはいけないフレーズであるように思えて、興奮が上塗りされていく。

「イって、雪乃。本当に感じてる姿、俺に見せて」

　──見られている。快感に身体を震えさせる私の淫らな姿を、透に見られてしまっている。

　視界を遮られているせいで、私自身は彼がどんな目で私を見つめているのかわからないけれど、いつもよりも低く掠れた声で妖しく囁かれると、その無遠慮な視線を肌で直に受け止めているような心持ちになる。

　透が見ている。私が気が遠くなるくらいの愉悦に圧しかかられ、絶頂する瞬間を──

　無機質な振動が休みなしに私を追い立てる。ショーツ越しの敏感な粒に、ダイレクトな刺激を与えられ続けて、今にも快感が飽和しそうだ。

「ぁ、ぁあ、もうっ……私、わた、しっ──ぁあああぁんっ……!!」

　頭の芯をきゅうっと優しく握り潰されたかと思ったあと、身体の奥で何かが弾けた。

　身体全体が強張って、頭上の両手にも力が入る。しっかりと巻かれたネクタイから、キシキシ、と布擦れの音が聞こえた。

「……ぁ、はぁっ──ぁあ……」

　激しい恍惚を味わったあと、身体が一気に緩んでいく。呼吸を忘れかけていたせいで息苦しい。思考の遠くで、ローターの振動音がぷつりと途切れた。

「本当はそんな声でイくんだ。かわいい」

「っ……」

　普段めったに聞くことのない、彼の「かわいい」をもらえたせいで、またドキドキしてしまう。

　そのあとすぐ、耳元に透の手がかかって、アイマスクを外してくれた。眩しさに目を細めたあと、早く明るさに慣れようと何度も瞳を瞬かせる。

「気持ちよかった？」

　次第に慣れた目が、私の顔を覗き込む透の瞳を捉えた。

「よかった……けど、な、んか……今、二重の意味で恥ずかしいっ……」

　心許なさから、思わず頭上にあった両手を胸元まで下ろして呟く。何となく、羞恥心が和らぐような気がしたのだ。

「二重って？」

「透に恥ずかしい声聞かれたのも……かわいいって言われるのも」

　彼に変に思われないように、セックスのときのリアクションを調整していた私にとって、ありのままの嬌声を聞かれるのはとても恥ずかしいことだった。それに、日常生活でもあまり言葉で褒め合ったりすることがないから、彼のストレートな感情を受け取ることも、妙に照れてしまう。

「俺も正直恥ずかしいよ。でも、こういうときくらいスイッチ入れないと、俺たちが望む『情熱的なセックス』はできないと思うんだ。普段の俺たちを変える必要はないけど、こうしてベッドにいるときは、普段言い慣れないことも言っていい──そうしない？」

「……うん」

　透の眼差しに促され、納得して頷く。

　──そっか。普段の私たちの関係を変える必要はないのか。けれど、だからこそこういうときくらいは照れなくてもいいんだ。

　そう切り出してくれる透にも、初めは抵抗感はあったのだろう。でも、心理的な壁を取り払って、お互いの心と身体が高揚するセックスをするには、スイッチをオンオフするみたいに、場面によって気持ちを切り替えたほうがいい。

「どうする、もっとローターでいじめてほしい？」

　透は私の片足を跨いでから、傍らに置いていたローターを拾い上げて訊ねる。

「ううん……ローターも気持ちよかったけど……でも、それだけじゃ我慢できそうにない」

　先ほどまでの激しい快感を思い出して、ひくんと秘裂が疼く。またあの甘美な刺激をほする反面、私の視線は私の足を跨ぐ彼の下腹部に注がれる。

　──スラックスの前が張り詰めている。彼が、私をほしいと思ってくれている証だ。

「もう、挿れてほしいの。……もっと気持ちよくなりたいし、透にも……気持ちよくなってほしいから」

「雪乃……」

　ローターを脇に置き、私の身体に覆いかぶさると、透が頭をふわりと撫でてくれる。

「うん、一緒に気持ちよくなろう」

　彼は高ぶりに濡れた瞳をこちらに向けながら、ワイシャツのボタンをひとつずつ外していった。

　

　唇を啄むようなキスを交わしたあと、ネクタイで拘束された手を、透に再び頭上に持って行かれる。

「手、そのままにしておいて」

　ワイシャツとスラックスを脱ぎ去った透は、柔らかな笑みを浮かべてそう言ったあと、私の胸の頂に顔を埋めた。

「ふぁあっ……！」

「美味しそう。勃起して吸いやすくなってる」

　唇の先で頂を探し当てると、透がちゅっとその場所に吸い付いた。ただでさえピンと勃ち上がっているその場所を、さらに突出させるかの所作に、私は白い喉を見せた。

　振動も気持ちよかったけれど、舌の表面の独特の感触はなお気持ちよかった。透の唇は気持ちよさを感じるセンサーである芯の部分を吸い出すみたいな動きをする。ちゅっ、ちゅっとリップ音が響くごとに、胸の先に淡い快感が滲んだ。

「ん、やぁ……そんな、何度もしたらっ……！」

「いっぱい感じちゃうからやめて、って？　やめないよ。もっとかわいい雪乃が見たいからな」

「ぁあっ……！」

　透の唇はふたつの頂を丁寧に愛撫したあと、おもちゃが辿った道筋を辿るかのように、キスを落としながら下腹部に移った。たっぷりと蜜を含み、ぺったりと張り付く感触のするショーツの中心部に、彼の指先が触れた。

「もう下着の意味なくなっちゃってる」

　それほどまでに濡れてしまっているということらしい。最後の一枚がようやく取り払われると、外気に触れた下肢がひんやりとする。

「……すごい。……ぐちゃぐちゃだ」　

　両膝を折って、秘部がよく見えるような体勢にさせられたあと、透が私の秘裂の縁を指先でなぞるように動かし、そこから滴る蜜を掬い上げる。

「舐めてもいい？」

　思いもよらぬ問いかけに、一瞬何と返していいのかわからなくなる。

　口でなんて、されたことがない。自慰の際に見る動画にも、オーラルセックスを含んだものをいくつも見かけたけれど、自分とは違う世界で起きている出来事くらいに思っていた。それくらい、無縁のものと思っていたのに。

「──悪い、答え待ってらんない……ここ、舐めたい」

「あっ、待って──んはぁっ！」　

　制止する間もなく、透が私の秘裂に舌を這わせた。

　指でも性器でもない、その場に触れる初めての感触に、喉奥から絞り出すみたいな悲鳴がこぼれる。ざらざらした表面で何度も複雑な曲線を撫でつけられると、否応なしに腰が震えてその鋭い刺激を貪ってしまった。

「っ、恥ずかしいところ押し付けてくるくらいイイの？」

「ぁ……やぁ……そんなつもりじゃっ……」

　下腹部に埋めていた顔を上げる透に指摘され、初めて気付いた。私は舌や唇によって与えられる快楽に夢中になるあまり、あろうことか彼の顔に入り口を押し付けていたのだ。

　──何てはしたないことをしているんだろう。口で愛撫されるのだって初めてなのに、こんな……本能の赴くままに、欲望を追求したりして。

「無意識に腰を押し付けるくらい感じてくれてるんだろ。いいよ、もっと味わって」

　さすがに苦笑されるかと思いつつ、むしろ透は私の反応に気をよくしているようだった。再び秘められた場所に口付けをし、舌を使って秘裂を掻き分け、止めどなく湧き上がる蜜を掻き出し、ぷっくりと膨らんで刺激を待ちわびている突起に吸い付いた。

「んはぁあああぁっ……！」

「やっぱりこれ、好き？」

「か、まないでっ──また変にっ……それ、本当にだめぇっ……!!」

　私の身体のなかで最も感じるその場所を、優しく吸い立てられたあと、甘噛みをするみたいに歯を立てられる。おもちゃでは決して再現することのできない複雑な刺激は、私の思考を一瞬にして悦楽に染めてしまう。

　激しすぎる悦びから逃れようと、足を閉じようとするけれど、透はそれを許してくれない。太腿を両側に開くかのごとく、私の膝の内側に体重を乗せて、動きを封じてしまう。

「だめ、だめなのっ……んんんんっ──……！」

　いやいやをするように身体を左右に揺するけれど、手首の拘束もあって体勢を変えることはできない。ネクタイが軋んだ音を出すだけだ。

　だめ、またイくっ……!!

「ああああああっ──!!」

　津波のように激しい快感が、私の声を艶めかしく張り上げさせる。獣の咆哮にも似た、本能的な響きを持つ叫声。

　私は遠いどこかに飛ばされそうな感覚を味わいつつ、また絶頂した。目を閉じたまま酸素を貪り、その余韻に浸る。

　……すごい。気持ちいい。今までの透との夜は何だったのかと思うくらい、すさまじい絶頂感だった。

「大丈夫、雪乃？」

「……ん、だい、じょうぶ」

　頭上から降ってくる声の主の顔を見ながら返事をしようと思ったけれど、まだ瞼が開かない。結局、目を閉じたまま答えてしまう。

「本当に？」

　透が小さく笑って訊ねた。確かに、「大丈夫」というトーンの声音ではなかったかもしれない。

「ここでダウンされたら困るよ。俺だって、雪乃がほしくて堪らないんだから」

「っ……」

　私ばっかり気持ちよくなってしまっているけれど、透はまだだ。私は彼の下腹部にまた視線をやった。

　スラックスを脱ぎ、濃いグレーのボクサーパンツ一枚になると、中心で屹立しているものの形が、浮き出しているみたいにはっきりと確認することができる。天を衝くように上を向いているそれに指一本も触れていないというのに、こんなにも反応を示している。私の秘裂を愛撫することで、興奮してくれたということだ。

　毎回しっかり目視しているわけではないけれど……でも、いつもより大きい。これが挿入ってきたら、どんな感じがするんだろう──

「今、何考えてる？」

「えっ」

　慌てて視線の先を透の顔に戻すと、彼は私の思考を見透かしているとでも言いたげに、愉快そうに笑う。

「そんなに凝視されたら、察しはつくよ」

「ご、ごめん」

「いや、雪乃が意識してくれてるんだと思うと、むしろうれしいよ」

　彼は言葉通りうれしそうに言うと、ベッドの脇にあるサイドチェストから避妊具のパッケージを取り出した。そして、下着を脱ぐと、露わになった剛直に避妊具を装着させていく。

　またしても視線が彼の逞しいものに向いてしまいそうになるのを堪え、私はそれを頭上で縫い留められた両手首に向けた。

　透の手によって結ばれたネクタイは、解けることなく私の二本の手を束ねている。ネイビー系のマルチストライプ。これはまだ透と付き合ってすぐのバレンタインデーに、チョコレートとともに初めてプレゼントしたものだ。

　それ以降、誕生日やクリスマスなどのたびに何本かネクタイをプレゼントしているけれど、彼はこれが一番気に入ってるらしく、大事な商談があるという日によく着けてくれているみたいだ。自分のあげたものを好んで身に着けてくれるのは純粋にうれしい。

　その思い出の品物で手首を縛られていると思うと、背中にぞくぞくとしたものが駆け抜けた。

「縛ってると、やっぱりいつもと違う感じする？」

　私の意識が頭上にあることに気付いたのか、装着を終えた透が訊ねる。

「うん……自由が利かないのもそうだけど……透が普段使っているもので縛られてるのが、よりドキドキする理由なのかも」

　そんな風に感じてしまう自分は異端なのだろうか、と少々不安になりつつ素直に答えると、彼が大きく頷いた。

「わかる。それどころか、雪乃よりも俺のほうが興奮してる自信あるよ。このネクタイで仕事してるとき、気持ちよさそうな顔してる雪乃のこと、思い出しそうで」

　オフィスで両手を縛られた私を連想し、身体を熱くしている透を思い浮かべるだけで、私の下肢はまた切ない熱を纏っていく。

「……私を思い出して、欲情してくれるんだ」

　つい先刻までは、もう私に興味がなくなったのではと不安だったくらいだから、彼がそう思ってくれるのがうれしい。

「当たり前。っていうか、いつも我慢してたって言っただろ。本当は何度でも抱きたいし、喘がせてイかせたかったんだ。……今夜は容赦しないから」

　私に跨った彼が妖しく微笑んでそう宣言した。両脚を抱えて、剛直を期待に戦慄く秘部に擦り付ける。薄い膜越しに感じる彼の熱と硬さに、胸が早鐘を打つ。

　彼と初めて身体を重ねたときのことを思い出した。幼なじみだったとなりの家に住む男の子が、いつの間にか素敵なひとりの男性として私を愛おしみ、想いの証を身体に刻み付けてくれる。ひとつになった瞬間は何より尊く、より透の傍に近づけた感じがして、心が温かなもので満たされた。そのときのことを。

「あぁ──……！」

　みちみちと音を立て、透が私の膣内へと侵入してくる。腰を強く押し付けながら、彼の切っ先が奥へ奥へと進んでいき、内壁を擦り上げる。

「っ……膣な内か、いつもよりとろとろで……すごくイイ……」

　言葉通りの激しい快感を覚えているらしく、見上げる透は切なげに眉を顰め、掠れた声で呟いた。悦楽に喘ぐ吐息が耳に届いて、私の身体はまた高ぶっていく。

「透っ……ぁあっ……！」

「雪乃──」

　それまで理性で抑えていた衝動を解き放ってしまったら、セーブが利かなくなってしまったのだろう。最奥まで到達してゆっくりと腰を引いたあと、堪えられないとばかりに抽送を始めた。

「ぁ、あっ……そこっ……！」

　入り口側の浅いところを内側に向かって刺激されると、これまでに感じたことのない、じっとしていられなくなるような鮮烈な感覚が湧き上がる。

「ここ、擦られるの好き？」

「んぁ、ぁ、あぁっ！」

　好感触を得たとばかりに、透は同じ場所に狙いを定めて律動する。散々蕩けさせられてびしょびしょに滴る蜜のおかげで、スムーズに滑る怒張が、さらなる愉悦を引き出そうと執拗にノックする。

「そこ──いっぱい擦られると、身体っ……変になりそうっ……！」

　言いながら、すでに絶頂寸前みたいに意識が溶けかかっていた。

　誰かに打ち明けたことはないけれど──セックスは、快楽の度合いでは前戯が上だと思っている。自覚している性感帯は胸の先と、秘裂に隠れている最も敏感なあの場所。いずれも、透とのセックスのとき、彼が私の膣内に挿入ってくる前に触れる場所だ。

　抱き合えば相手と触れ合っているという安心感があるけれど、快感とは直接的には繋がらない。彼のものを受け入れているときも、気持ちよくないと言えば嘘になるけれど、性感帯に触れられたときの弾けるような快感は得られずにいた。

　でも──今日は違った。これまで自分でさえも知らなかった弱点を透に暴かれ、責められると、勝手に淫らな声がもれ出て、果てしない喜悦に酔いしれる。

「あぁ、はぁ、んんっ──だ、めぇ、だってばぁっ……！」

　これ以上弱いところを擦られたらどうなってしまうのか、わからなかった。気持ちよすぎてうっすらとした恐怖さえも感じ、両手を下ろして抵抗しようとしたけれど、下肢を貫く衝撃のせいで麻痺したみたいに力が入らない。

「感じる場所、全部教えて。……雪乃が気持ちいいと思うこと、全部してあげたい」

「気持ち、いいっ……気持ちいいの、そこぉっ……!!」

　途切れ途切れの嬌声で訴えながら、生理的な涙でぼやけた視界に透の顔を映し出した。興奮と壮烈な律動とで、彼の額には汗が滲んでいる。その汗が点々と滴り、私の胸元を弾いた。

　現実での出来事なのに、遠い別の場所で起きているとも感じるような、変な感覚だった。

　透の熱や、膣内を穿つ力強さや、汗の冷たい感触は確かにこの身体で感じているのに、思考だけが遠いところにあるみたいな。こんなのは初めてだ。

「そうだろうな。……きゅうきゅう締め付けてきてるから」

「あんっ、ぁああっ！」

「そんなそそる声出すなよっ……せっかく雪乃をイかせようとしてるのに、俺のほうが先にイきそうだっ……」　　

　肌と肌とがぶつかる乾いた音の間隔が、次第に短くなっていく。すると膣内の感じる部分を擦られる間隔も短くなり、得も言われぬ愉悦が畳みかけてくる。　

「とおるっ、だめぇ──わた、わたしっ……本当、にっ」　

「イくって言って、雪乃」

　一番高いところへ上り詰めようとする間際、自身も快感に打ち震えながら透が促した。

「──雪乃の口から、イくって言葉……聞きたい」

「ぁ、あぁあっ……!!」

　まるで、私のその言葉を引き金に果てようとしているかのようだった。期待と恍惚とが綯い交ぜになった口調で、透が懇願した。

　透から私に対してそうだったように、私もこれまで彼には露骨なフレーズは極力避けてきた。音にするのは抵抗があるけれど、敢えてそうしてみたいと思う自分も存在した。

「イくっ──イっちゃうぅっ……んんんんっ……!!」

　その台詞を口にした瞬間、羞恥とそれを上回る解放感に包まれる。指の先からつま先まで、串刺しにされたみたいに全身をぴんと緊張させた直後、ふわりとした浮遊感が訪れた。それが三度目の絶頂だった。

「っ──……!!」

　私が上り詰めたと同時に、透の律動が止まった。小さく腰を震わせて、薄い膜越しに欲望を吐き出したのだろう。身体の奥のほうで、じわりと温かな感触がした──気がする。

「雪乃……」

　絶頂の余韻に浸ったあと、透は私の膣内に自身を埋めたまま、私の額にキスを落とした。乾いた唇の感触がくすぐったい。

　彼は私の身体から自身を引き抜くと、手早く避妊具の口を縛って、ベッドの下にある屑籠に捨てた。それから私の両手を下ろし、手首を束ねていたネクタイの結び目を解いてくれた。跡がついていないことを確認すると、ホッとした表情で結び目が当たっていた場所にまたキスを落とす。

　そして、私のとなりに横たわった彼が、顔をこちらに向けて口を開いた。

「雪乃のイキ顔、最高にかわいかった」

「……こんなに気持ちよかったの、初めて……」

　恥ずかしいけれど、うれしい。普段のセックスでは絶対に交わされることのない言葉だった。だから私も、どうにかとなりを向き、視線を交わらせながら、彼に率直な気持ちを伝えたくて呟く。

「これまでも、透のこと……その、大好き、だったけど……もっと好きになっちゃったかも」

　ここまで行為に没頭できたのは初めてだ。淡白な彼に呆れられないように、引かれないようにと自分のリアクションをセーブするあまり、セックスに集中できないことが多かったのかもしれないけれど、お互いに、素直な感情で向き合っても受け入れてもらえるのだと知ったことで、本当の意味での夫婦になりつつあるのかもしれない。だからこそ、こんなにも愛しさが込み上げてくるのだ。

　私の言葉に、透は一瞬驚いたように目を瞠ったあと、至極うれしそうに瞳を細めて微笑んだ。上体を起こし、私の肩までの茶色い髪を一房掬って、そっと撫でる。

「そんなこと言われたら、また抱きたくなる。言ったろ、俺本当は、何度でもしたいタイプだって」

「……抱いて、透。透が望むなら、何度でも抱かれたい」

　彼に求められれば求められるほど、夫婦としての距離が縮まっていくような気がした。ならば、むしろ何度でも彼のものにしてほしい。私の心と身体に透の感触を刻み込んで愛してもらえたなら、もっと女性としての幸福を感じることができそうだ。

「でもその代わり、透も言ってよ。私のこと、好きだって」

　しばらく聞いていなかった言葉をリクエストしてみる。最後に聞いたのは、いつだっただろう。結婚式の日？　いや、もっと前──プロポーズのときだったかも？　

　いずれにせよ、思い出せないほどの時間が経っていることは確かだ。

　透は一瞬、虚を衝かれたような顔をしてから、はにかんで笑った。そして、小さく息を吸い込んで言う。

「……好きだよ、雪乃。俺も、雪乃のこともっと好きになった」

「透……うれしい」

　胸の奥にじわりと温かな感覚が落ちていく。こんな気持ち、久々だった。

　──彼を好きになったばかりのころの自分に、戻ったみたいな。

「さっき言ったこと、後悔するなよ？　俺が望むなら、何度でも、って」

「……んっ」

　言うが早いか、強引に唇を奪われた。唇を重ねた隙間から差し込まれた透の舌は、さっき蹂躙したことを忘れたかのように、私の口腔をまたしてもじっくりと探っている。

　数時間後、宣言通りに彼が満足するまで延々と求められて体力を使い果たした私は、やはり自身の放った言葉を後悔した。けれど──その一方で、飾らない自分でいられて、それを受け入れてもらえる幸せを知ることができ、今までよりもずっとずっと満たされた時間を得られたよろこびを噛み締めていた。
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　イランイランという花の名前を知ったのは、大学三年生のころ。

　それまでに順調に単位を取得していた私はその年から授業数が急に減り、空き時間ができるようになった。何か資格でも取ろうかと考えて、目に留まったのがアロマテラピー検定だった。

　もともと香水を集めるのが趣味のひとつで、いい香りがするものが好きだったし、だからこそ香りが人に与える影響は大きいと考えていたから、勉強するいい機会だと思ったのだ。

　検定用のテキストに記してあるたくさんの植物のなかに、イランイランもあった。実際、アロマオイルを手に取って匂ってみると、エキゾチックな甘い香りがした。

　香りももちろん印象に残ったけれど、テキストに載っていた説明文がまたインパクト抜群だった。

『イランイランには、気分を高揚させるとともに催淫効果があると言われており、男性を魅了する香りだとも言われています』

　真面目な学生だった私にとって、その一文はまあまあの衝撃だった。何だかすごいことが書いてあるけど、そんなものを香ったりして大丈夫だろうか、なんて勝手に心配したりもした。

　当然ながら、きちんと勉強すれば怪しげなものではないとすぐ理解できたのだけど、それ以来イランイランは私にとって性的なシンボルになってしまった。

　

　お風呂上がりの肌に、ボディクリームを丁寧に伸ばしていく。足、ふくらはぎ、膝、太腿。下半身が終わったら、腕、お腹、腰、そして胸。どこに触れられてもすべすべであるようにと、時間をかけた。

　ふわりと香るのはイランイラン。例の知識を得た私は、透と付き合うようになってからというもの、香水やボディクリームの類はイランイランがブレンドされているものを選ぶようになった。　

　理由はもちろん、透に意識してもらうためだ。私が近くに寄ったとき、微かに香るイランイランで私に欲情してくれたらうれしい、と。

　……実際には、あまり効果は感じられず。ほんの少しくせのある強い香りに自分自身が飽きてしまって、しばらくは別のものを使っていたのだけど、そういえばとドレッサーの一番下の引き出しから久しぶりに取り出してみたのだ。

　ボディクリームを塗った肌から匂い立つ、品のいいお香を焚いているような香りに、自分でも少しドキドキする。でもこのドキドキはきっと香りそのものに対してだけではない。

　昨夜──というか、今朝と言うほうが正しいか。唇が腫れ上がりそうなほど何回もキスをして、腰が立たなくなりそうなほど何度も彼に貫かれた、あの数時間に及ぶ蜜事が頭を過ったからだと、私は思う。

　透の体力は想像以上だった。仮眠を取ったあと、どうにか出勤時間に合わせて彼を送り出した際、　

「今夜はもっと気持ちよくなってもらうから、覚悟してて？」

　と驚くべき宣言をしていた。

　彼だって仕事で疲れているだろうに、玄関で「行ってくる」と手を振る姿はいつもと変わらず朗らかで余裕に満ちていたので、なお驚いた。彼の言う、「性欲が強い」という言葉は、少しの誇張もなかったというわけだ。

　出勤前に軽く掃除をしたとき、寝室の屑籠に入れた使用済みの避妊具の数をつい数えてしまい、改めてそう思った。

　対する私は、出勤した時点で身体が重だるかった。睡眠不足で眠いのもあるけれど、それ以上に回数を覚えてないほど彼を迎え入れたことによる体力の消耗が激しく、椅子から立ち上がるのも一苦労するほどだ。

　となりのデスクの同僚に「どうかしたの？」と訊ねられたのは、疲労が表情に表れていたからなのだろうけれど、本当のところなど話せるわけもなく、「少し寝不足で」と返事するに留めた。嘘は言っていない。

　朝の宣言通りに、透はいつもよりも早めに帰宅した。私の作った夕食を食べ、雑談を交わして笑い合う私たちは普段通りで、あの激しいセックスなんてなかったみたいな、ほのぼのとしたテンション。これからまためくるめく悦楽の世界に足を踏み入れるとは思えない、何の変哲もない日常の風景。

　それでも入浴を終え、濡れた髪を乾かし、こうして丹念に保湿をしているのは、再び訪れるであろう、体力的には辛くとも、甘く恍惚とした時間を待ちわびているから。夜のスキンケアのルーティンが終わりに近づくにつれ、胸の鼓動が高鳴っていく。

　この心境は、初めてのデートの直前に似ていた。待ち合わせ場所で、彼の到着を待っているときの気分も、こんな感じだった。

　ボディクリームを塗り終えると、普段はクローゼットにしまいっぱなしになっている、総レースのブラとタンガのセットアップを身に着ける。

　結婚して一緒に住み始めた直後、明らかに夜の回数が少ないことへの不安を感じて下着専門店で手に入れたもので、落ち着いたスモーキーなブルーの色合いが気に入ったのだ。

　タンガというランジェリーを、このとき初めて知った。いくらショップの店員に男性人気が高いと聞かされても「こんなに隠れる部分が少ないなんて！」と、購入に消極的だった。バックスタイルが薄手のレースのみで透け感が強く、サイドストリングで余計に布面積が少なく見えるのもセクシーすぎるのでは、と不安になった一因だ。

　正直、「やっぱりいいです」と回れ右したかったけれど、現状を変えるには何か行動を起こさなければという思いから、購入に踏み切ったのだ。

　結局、恥ずかしさが先に立ったことと、それによりきっかけを作れなかったことで、身に着けることはまったくなかったのだけど、今こそ出番。どうしても羞恥と照れで縮こまりそうな自分を奮い立たせるいいスパイスになってくれるのでは、と期待してしまったりして。

　とっておきの武装の上から愛用のグレーのパジャマを着てしまえば、普段通りの私だ。化粧品類を備え付けの棚にしまい、バスルームから出た。

　身一つで寝室に向かうと、透がすでにベッドに腰掛けている。

「雪乃」

　私よりも先に入浴を済ませた透は、私とおそろいのパジャマに身を包んでいる。手元のスマホに落としていた視線を私に向け、名前を呼んだ。

「身体、大丈夫？」。

　入浴前にはまるで話題が上がらなかった昨夜から今朝にかけての出来事。それを示しているのだと悟ると、私は躊躇いながらも頷いた。身体のコンディションは胸を張って大丈夫とは言い難いけれど、それによって透に引け目を感じてほしくなかった。

「そっか。安心した」

　もしかしたら、その実彼はすごく気にかけてくれていたのかもしれない。でなければ、こんなに安堵のこもった返事にはならないのかも、と。

　そんな思考を巡らせていると、透は両手を広げ、「おいで」と言わんばかりに目配せをする。私はほんの少しだけ緊張しながら彼の懐に飛び込んでいくと、立ち上がって私を優しく抱きしめてくれた。

「昨日の雪乃のことを何度も思い出した。仕事に集中できなくなるくらい」

　私の肩口に胸を預けた彼が、耳元に低い囁きを落とす。普段のおしゃべりとは違う、煽情的なニュアンスを含んだ声音だ。

「私も……たくさん思い出した」

　あの透が──性的な行為に興味がないと思っていた彼が、仕事中にまで私の痴態を思い出している。その事実に、胸が忙しく鼓動を打つ。それを悟られないように、努めて平静に告げた。

「こんな俺に呆れた？　どうかしてるって」

「ううん。そんなことない」

　少しきまり悪そうに訊ねる透に、私はきっぱりと答えた。

　呆れたりなんてしない。結婚してから抱えていた悩みを思えば、いっそよろこばしいとさえ思える。大好きな人にめいっぱい求めてもらえるのは、とても幸せなことだ。セックスレスになりかけているのではと悩んでいた私にはよくわかる。

　背中に回した両手はそのままに、透はすこし自分の身体を引いて私と視線を交わらせた。

「そばにいて、触れ合ってるとほしくなる。……今朝はああ言ったけど、雪乃の身体のことも心配だから、もし辛かったら無理しないで言って？」

　私を大切に思っていてくれているからこそ、透は自分の衝動に制止をかけている。それがわかったから、私は左胸に切ない疼きを覚えつつ、首を横に振った。

「平気だよ。……むしろ、期待してた。だからこのまま何もないほうが、寂しい……かも」

　決して透に気を遣っているからじゃない。身体が辛いのは本当だけど、彼と抱き合っているとそれすら麻痺して、また触れてほしくなってしまう。

　──彼がどうかしているのなら、私も同じだ。私だって彼をほしがっているのだから。

「このまま……いい？」

「……うん」

　吐息交じりの問いかけに頷きを返すと、私たちは蜜のように甘ったるい時間に身を沈ませていくのだった。
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　雪乃を組み敷いてパジャマのボタンを外そうとしたとき、彼女の肌からふわりと甘い香りが立ち上った。

「いい香りがする」

　俺が言うと、彼女は少し照れた風に頷いた。

「うん。ボディクリームの香りじゃないかな」

「何て言うんだろ、すごくエロい香りっていうか……前にもつけたことある？」

　この独特な香りを、以前雪乃と抱き合ったときにも何度か感じたことがあった。甘くて、ちょっとくらっとするような花の香り。

「あるよ。あの……気に入ってるものだから」

「そのときも、同じことを思った気がするんだよな。多分、言ってないけど」

　思わず抱き締めたくなる香り。彼女の前で極力性衝動を抑えていた俺は、思っても直に伝えることはおろか、顔に出したりもしていないはずだ。

「効果あったんだ……」

「え？」

　雪乃が意外そうに小さく呟いたのを俺が訊き返すと、彼女はすぐに「ううん」と首を横に振った。

　パジャマを脱がせたあと、その魅惑的なランジェリー姿を目にした俺は、しばし見惚れてしまう。

　大人っぽいブルーグレーのような色合いもさることながら、目を引いたのはデザイン。

　総レースのブラとそろいのショーツはヒップを覆う面積が少なく、Ｔバックにも似ている形状。ウエスト部分の脇は二本の紐のような伸縮性のある素材で、とにかくセクシーだ。

「……雪乃がこんな下着を持ってるなんて」

　室内の暖色光に照らされた彼女の肢体を眺めながら、やっとのことで呟く。

　洋服に響くのが嫌だという雪乃は、ベージュやグレージュなどのベーシックな色味の下着を身に着けていることがほとんどで、形もスタンダードなものが多い印象だ。

「たまにはこういうのもいいかな、と思って……前に、ショップの店員さんに勧められたのもあって買ったんだけど、なかなか勇気が出なかったの」

「…………」

　彼女のことをよく知っているからこそ、そのときの様子が目に浮かんでくるようだった。下着に限らず、身に着けるものはアースカラーで奇をてらわない形のものを選ぶ傾向にある。

　だからこれはきっと、自分自身のためではなく、俺のために選んでくれたものなのだろう。

「ごめん、こういうの好みじゃない？　嫌だった？」

　密かによろこびを噛み締めていると、雪乃が不安そうに表情を曇らせる。

「いや、すごくいい。よく似合ってる」

　慌てて首を横に振ったあと、俺は改めて彼女の全身を視線でなぞる。

　陶器のように白く透き通った肌、恥じらいに紅潮した頬、奥ゆかしい顔立ちながら均整のとれたパーツが美しく、愛おしい。色香の漂うブラに包まれた胸元はほどよいボリュームがあり、きゅっと括れたウエストと、布面積の少ないショーツからすらりと伸びた細い脚が女性的な魅力を際立たせている。

「本当？」

「ああ。めちゃくちゃそそられる」

「ぁ、っ」

　俺は心の高揚のままに、彼女の喉元に唇を這わせ、痕が残るように強く吸い付いた。白く滑らかな肌に、花弁が散ったような赤い痕が咲く。

「自分の奥さんがこんなにいやらしくてかわいらしいって思うと、すごくうれしいし──興奮する」

「透……」

　俺の率直な感想に、彼女の頬の赤みがさらに濃くなったような気がする。

「顔が赤い。照れてる？」

「そりゃ、照れるよ。今までこんな会話、全然してこなかったわけだし」

「それもそうだな」

　口を尖らせる雪乃が愛らしくて、俺は笑いながら相槌を打った。

　俺がこうやって素直な感情を臆面もなく出せるのは、セックスのときはそういうスイッチを入れてしまう、と決めてしまったからだ。それ以前の俺は、キャラじゃないとか、ありのままを伝えるのは恥ずかしすぎるとか、自分のことばかり考えてしまっていたけれど、雪乃がそれを不安に感じていたと知れば改める必要がある。

　とはいえ、言いながら全然照れが生じないわけではないけれど、彼女の言う『情熱的なセックス』を楽しむためには、遠慮や恥じらいという障壁をある程度壊さなければいけないのだ。そのためにも必要な行動であると、俺は信じている。

　拗ねた風な雪乃が、また口を開く。　

「あと……こんな風に、二日続けてっていうのも初めてだから、それにもドキドキしてる」

「毎日したいなんて言ったら、雪乃は絶対嫌がると思ったんだ。だから、必死に我慢してたよ」

「そういうのって、我慢できるの？　本能的なものだし、辛いかなって思うんだけど」

「辛いけど、どうしてものときは切り札があるから」

「切り札？」

　俺は小さく笑って頷いた。

「雪乃と一緒だよ。昨日みたいに、俺がいないときを見計らってひとりでしてただろ」

　雪乃は何度か目を瞬かせてから、意外そうに眉を上げた。

「全然気づかなかった。いつ、どこでしてたの？」

　──改めて訊かれると恥ずかしいけど、隠すほどでもないか。

「……雪乃が風呂に入ってるときとか、早めに寝たときとか。家のなかで絶対にひとりになれる場所って言ったら、一ヶ所しかないしわかるよな？」

　少し考えるような間があってから、雪乃が「あ」と小さく叫んだ。

「……トイレ」

「そういうこと」

「そ、そうだったんだ……何か、ごめんね」

　俺に気を遣ったらしく、雪乃が急に謝ってきたので、俺は首を横に振った。

「謝らなくていい。これからはしたいと思ったら、素直に誘っていいわけだろ？」

「……うん」

　了承を得られたのがうれしくて、俺は彼女の唇に小鳥の囀りのような音を立て、キスを落とした。

「──でも、透がひとりでしてるなんて意外」

「そう？」

「ていうか、想像つかない」

「大概の男はしてると思うけどな」

　そんな風に言われるということは、雪乃から見た俺はよほどそっち方面に興味がない男として映っているのだろう。ガツガツしていると思われたくはないけれど、枯れていると認識されているのは不名誉な気がする。

「──ならせっかくだし、実際に見てみる？　俺がひとりでしてるところ」

「えっ!?」

「驚きすぎ」

　ワントーン高い声で驚く彼女がおかしくて、つい突っ込んだ。

「だ、だって、透が変なこと言うからっ……」

「雪乃が想像つかないって言ったからだよ。直接見たらよくわかるかなって。……俺も、もう一度雪乃がひとりでしてるところ見たいって思ってたから、お互いに見せ合えばちょうどよくない？」

　ちょうどいいと思っているのは俺ひとりなのは重々承知で、強気に促してみる。すると、彼女はとんでもないとばかりにぶんぶんと首を横に振った。

「でも、そんなの恥ずかしいっ……」

「『情熱的なセックス』がしたいって言ったのは雪乃だよ。お互いがしてるところを見るって、すごく燃えそうだし、俺は興味あるけどな」

　普段の決めごとでは、彼女がまんざらでもないのであれば、いつも俺が強めに提案を出せば乗っかってくるところだ。……こういう場合はどうだろう？

　彼女はしばらく思案してから、観念した様子で頷いた。

「……うん、しよ。恥ずかしいけど、私も見てみたい……かも」

「そうこなくちゃ」

　俺はぺろりと下唇を舐めて笑った。それから彼女の腕を引いて上体を起こし、膝を立てた形でその場に座らせる。

「ほら、自分でしてみて。気持ちいいところを指で触って見せるんだ。……俺も見せるから」

　わけもわからずきょとんとしている雪乃に促しながら、自分のパジャマのボタンを次々と外していく。上も下も脱いでしまうと、残された一枚に手をかける。

　ボクサーパンツの内側では、昨日あれだけ彼女を責め立てたにもかかわらず、今も物欲しそうに存在を主張させている自身のせいで、突っ張ったような苦しさを感じる。それを解放する意味も込め、下着を脱いだ。

「じっと見てる」

「っ、ち、違っ……」

　俺の下肢に釘付けになる雪乃をからかうと、彼女は慌てた様子で激しく首を横に振った。

「昨日もそうだったよな。そんなに珍しい？」

「あ……ご、ごめん……いつも見ないようにしてたから──その、悪いな、と思って」

「悪いなんて思う必要はないけど」

　雪乃の言いたいことはよくわかる。興味があるからこそ、まじまじと見るのは憚られるものだ。まさに俺自身も、雪乃の身体のすべてを知り尽くしたいと思いつつ、そうするとまるでセックスのことしか考えていないように映ってしまうのではとの恐れがり、敢えて目を逸らしていたのだから。

　けど、もうそんな風に、見えない何かに遠慮する必要なんてない。

「じっくり見てて。雪乃に見られてると思うと、もっと気持ちよくなれそう」

　その場に胡坐をかくと、俺は身体の中心で熱く滾るものを軽く握った。

　すでに臨戦態勢のそれは、触れただけでも痺れるような快感が湧き上がってくる。もっとその快い感覚を得るため、俺は先端から滲む先走りを絡ませながら、ゆっくりと自身を扱き始めた。

「ほら、雪乃もして？」

　俺の高ぶりに視線が釘付けになったまま、微動だにしない雪乃に再度促してみる。

「う、うん……」

　その声にはっとした表情をした彼女が、戸惑いつつブラの上からふたつの膨らみに触れた。　

「んっ……」

　下から上に持ち上げるような動作を繰り返したあと、カップの上からふたつの頂を探り、やわやわと摘んで扱き上げる。

「直に触ったほうが気持ちいいんじゃない？」

　まだ見られているという恥ずかしさが先行しているのだろうことを理解しつつ、彼女が次の行動に移しやすいように訊ねてみる。すると、彼女は俯きながら頷き、両手をカップの下に滑り込ませた。

「ブラ上にずらして。どんな風に触ってるのか、俺にもわかるように」

　一瞬困った表情を浮かべたものの、雪乃はもう一度頷き、ブラをずり上げた。ふたつの膨らみの先端に色付く薄ピンクの蕾は、さらなる刺激を期待するみたいにぷっくりと勃ち上がっている。

「んっ……はぁ、んっ……」

　人差し指と親指で、先端を柔く圧し潰す。甘えたような声で小さく喘ぎながら、先端を扱いたり、摘んだりした。

「……ひとりのときは、そうやって弄ってるんだ。雪乃は」

「んぅ、言わないでっ……」　

「おあいこだろ。俺だって見られてるんだし」

　雪乃の自慰を見ている。そして、俺の自慰も見られている──という刺激的な状況が、俺の興奮に拍車をかける。鈴口から溢れた先走りが、なだらかな曲線を伝って裏筋を濡らしてくれるおかげで、滑りがよくなった。くちゅくちゅという淫靡な水音とともに、彼女の痴態を視界に焼き付けながら根元から先端まで扱き上げる。

「……さっきより、大きくなってる」

　俺の手のなかで成長したそれを視線の先で示して、雪乃が感嘆して言う。

「雪乃がかわいくて、いやらしいから」

　出会ってからかなりの時間が経っているけれど、雪乃以外の女性によそ見をしようなんて気は起きない。他のどの女性でもなく、彼女だからこそ甘えてほしいし、欲望の赴くままに乱れる姿を見せてほしい。彼女にとって、それが許されるたったひとりの男でありたい。

「もっと見せて？　雪乃が気持ちよくなってるところ」

「…………」

　彼女も俺の反応を快いものと感じてくれているらしい。言葉にはしないものの、その片手がおずおずと下腹部に降りる。それから、花の模様をあしらったレースの生地の上から、緊張した所作でそっと秘部を撫でた。

「ぁっ……」

　びくん、と雪乃の身体が震えた。敏感な粘膜と布地とが擦れたためだろう。おそらく、自分の想像以上に強い刺激だったに違いない。

　それを裏付けるかのように、雪乃は中指で秘裂を撫でつける所作を繰り返す。指の腹を前後に動かし、入り口をくすぐったり、秘芽を突いたりしながら、より強い快感を追求する。

「もっとよく見えるように、脚開いて」　

　両膝をしっかりと立てて座っていたはずの雪乃。けれど、自慰にふけっていくうちに、だんだんと片膝が閉じてきてしまっている。俺が指摘すると、彼女は俯き気味だった顔をはっと上げ、おずおずと両膝を開いた。

「いつも、指は挿れない？」

「い……挿れるときもある、けど」

「じゃあ、いつもどおりして？」

　やはり他人の目があることで集中しきれないらしい雪乃の背中を押してみると、彼女も満たされないものを感じていたらしく、レースの生地の脇から愛液を塗した指を二本、ゆっくりと差し挿れていく。

「ぁ、んはぁっ……！」

　向かい合って見た様子では、さしたる抵抗感もなく指先を受け入れていったように感じられる。ほどなくして、根元までを完全に呑み込んでしまった。

「レースの色、はっきり変わっちゃってるくらい濡れてるから、すぐ挿入ったね」

　生地の上から弄っているうちに、雪乃の秘裂からはぬるぬるとしたものが溢れ出し、生地の色を濃く染めていた。

「あぁ、んぁ、透っ……」

　自らの膣内を探りながら、時折気持ちいい場所を掠めるらしい雪乃が、快感を露わに俺の名前を呼ぶ、その艶っぽいしぐさににぞくぞくした。

「気持ちよさそうな雪乃を見てると、俺も気持ちいい……」

　雪乃が艶やかな表情を滲ませるほど、色っぽい声を上げるほど、その分の快楽が俺自身に乗っかってくるみたいに、握り込む手の動きに合わせて下半身が熱く脈を打つ。

「片手が空いてる。膣内擦りながら、一番感じる場所も一緒に弄ったら？」

「ぅんっ……ぁああっ……」

　喘ぎなのか頷きなのかわからない声音をもらしたあと、雪乃は胸の先を弄っていた手を下ろした。そして、本能が求めるままに下着の脇から指先を差し入れ、茂みの奥にある敏感な突起を探り始める。

「ぁあっ！　すごぃっ……！」

　雪乃の指先は、すぐにそれを探し当てたようだ。切なげな、悲鳴のような嬌声が響く。

「ヤバい……それ、めちゃくちゃやらしー……っ」

　自らの性感帯を愛撫する妻の姿は、想像を絶するほど淫靡で美しく、愛らしい。

　ブラからこぼれた膨らみの先で尖る頂。下着の脇から出し入れされる雪乃の白く細い左手の人差し指と中指、入り口から溢れる快楽の証。そして、媚肉を割るように宛がわれた人差し指と薬指に、剥き出しになった秘芽をころころと転がす中指。

　あの雪乃が、目を疑わんばかりの卑猥な所作で自身を慰めている。今にも蕩けそうな、悦楽に浸った彼女の表情を眺めていると、押し寄せる怒涛のごとく興奮が、俺の思考を劣情で満たしていく。

「透、見ないで──見られたら、私っ……もうっ……ぁあ……!!」

　祈るように発せられる懇願を無視して、俺は愛しい彼女に視線を注ぎ続ける。そうすることで彼女を頂点に押し上げられるとわかっていたからだ。

　入り口を掻き混ぜる水音が速くなり、秘芽を撫で擦る指も、転がすというよりは弾くのに近い動きに変わった。もう絶頂が近い。

「……雪乃、イっていいよ」

　むしろそうしてほしいとばかりに、俺はさらに続けた。

「雪乃がイくところ、ちゃんと見てるからっ……自分で恥ずかしい場所弄って、はしたなくイくところ……見たいっ……！」

　自身を扱きながらそう発した瞬間、雪乃の腰がぶるりと震えたのと同時に、その瞳に欲望の炎が点ったのを見逃さなかった。　

　雪乃がネクタイで拘束される動画を見ていると知ったときから、もしかしたら彼女はＭっぽい気質があるのかも、とは感じていた。それを確かめるために、たびたび羞恥心を煽る言葉を選んで様子を見ているけれど、やはりそういうフレーズには興奮を示しているように見受けられる。

　──間違いない。雪乃は言葉で責められることに快感を覚えるのだ。

「雪乃のいやらしい姿、俺だけしか知らない姿、『見て』って──……『イくところ見て』って、言ってごらん？」

　そう確信を得られれば、俺の取る行動は決まっている。彼女がより快感を覚えられるように協力することだ。

　俺はわざと雪乃が羞恥を感じるだろう、魔法の台詞を促した。彼女にとってこの言葉は麻薬と同じ。口にすれば激しい悦楽を覚えずにはいられないはずだ。

「ん、あぁっ……透、見てっ……！」

　下肢を掻き混ぜる手は止めずに、身体の内から湧き上がる熱に浮かされている雪乃が小さく叫んだ。

「わ……私の、いやらしい姿っ……透しか知らない姿っ……イくところ、見てほしいのっ……！」

　俺のよく知る雪乃の声が、到底それまで培ってきた彼女のイメージとは結びつかない台詞を紡いでいる。その事実に、背中から下腹部にかけてぞくぞくとしたものが駆け抜けた。

「あっ──……もう、イくっ……イっ──……ぁああっ……!!」

　俺の想像通り、雪乃はその淫靡な台詞を発することで上り詰めた。

　膣内を擦る指先を奥に突き立て、秘芽を弾いた指先をそのままに、開いた両脚を突っ張らせ、つま先を両方ともぐっと折り曲げながら──

「っ──……!!」

　俺自身も、雪乃の絶頂を合図に育ちきった劣情を解き放つ。放った精は、手のひらで受け止めるよりも先に雪乃の薔薇色の肌を打つように勢いよく飛び散った。

「熱っ……！」

　胸の膨らみや頂から、臍の辺りまでを線で繋ぐように滴るどろりとした白濁。不慮の事故とはいえ、愛しい妻を自身の欲望で淫靡に汚している現状に、これまで味わったことのない興奮が湧き上がってくる。

「──悪い……間に合わなかった」

　身体にかけるというのは、さすがに抵抗があったかもしれない。意図的ではなかったことを示して謝ると、雪乃は思い出したみたいに酸素を貪りながら、胸元に放たれたものを人差し指で掬い取る。

「……私、男の人の……こういうの、初めて見た」

　汚されたことを気に留めるでもなく、まだ絶頂の余韻でとろんとした目をしている雪乃が指先を見つめ、呟く。

　──そうか。いつもなら彼女の膣内で、なおかつ避妊具越しに起こっていることだから、目視しているはずがないのか。

「見て、どう思った？」

「え、それ訊く？」

　俺のいじわるな質問に、雪乃は一瞬拗ねたような顔をしたけれど、つい先刻の記憶を辿るように軽く目を閉じた。

「──すごくいっぱい出るんだなって……それに、出る瞬間、今まで以上に太く硬く膨れ上がって……透の身体も小さく震えて……」

　そこまで言うと、雪乃は我に返ったようにぱちっと目を開けた。

「って、変なこと言わせないでっ──思い出して、またドキドキしちゃうから」

「ドキドキしたら、また挿れてほしくなっちゃう？」

　慌てた様子の雪乃を揶揄すると、たちまち赤面した。どうやら図星らしい。

「……っ、いじわる」

「ごめん。恥ずかしそうにしてる雪乃の顔がかわいくて、つい」

　雪乃自身は、まだ羞恥が快感に繋がっているとは気付いていないのかもしれない。俺は事実を述べてから、サイドチェストに置いてあるティッシュケースから何枚か摘んだティッシュで自身の放ったものを拭き取った。それから、彼女の身体を抱き寄せる。

　滑らかで柔らかい彼女の肌に触れると、一度収まったはずの欲望が再び頭をもたげてくるのがわかる。

「ほしくなってるのは俺のほう。あんなエロい雪乃を見てたら、もっと気持ちよくさせたくなる」

　彼女をもっと気持ちよくさせたいし、あわよくば自分自身も気持ちよくなりたい。お互いに触れ合えば快感が倍増することを、俺たちはすでに知っている。

　彼女が達したときの様子を頭に思い描くだけで、身体の中心はつい数分前までの勢いを取り戻し、力強く上を向いた。

「雪乃だって、指なんかよりももっと太いもので擦られたいだろ？」

「……！」

　言葉で示す代わりに、雪乃の太腿に自身の屹立しているものを押し当ててみると、彼女は恥ずかしそうな吐息をもらした。触れ合った場所から伝わる熱や硬さで、俺がどれほど彼女をほしているのかがわかるはずだ。

「抱いていい？　……雪乃を抱きたい」

　彼女を抱き留めたまま、耳元に囁きを落とす。

　雪乃が絶対に断らないだろうことは、高ぶりによって潤んだ瞳や、何かに耐えるように擦り合わせている太腿や、重なり合う胸から伝わる忙しい鼓動で予測できている。

　その予測通り、恥じらいつつも頷く雪乃の柔らかな髪を撫でながら、彼女の頬にキスをしたのだった。

　

　雪乃の苗字が日下部になって、もう一年が経つ。

　そろそろ子どもがほしい──というのは、多分、ふたりの共通の願望だ。

　なぜ雪乃の気持ちまで把握しているのかというと、買い物に出かけたつい先日、赤ん坊連れとすれ違ったときの彼女のリアクションから推測できたから。

　雪乃は「かわいいね」と微笑んだあと、ごく自然に、

「透は男の子と女の子、どっちがほしい？」

　と訊ねてきたのだ。子どもを授かりたいと思っていなければ、出てこない台詞だろう。

　これまで子どものことについて深く掘り下げて話したことはなかったけれど、俺も雪乃も子どもが好きなほうだし、家族になるということは、雪乃との子どもをもうけることなのだという漠然としたイメージがあったから、その問いには「どっちでも楽しみ」だと答えた。

　別に模範解答を目指そうとしたわけではなく、純粋にそう思ったのだ。男でも、女でも、雪乃と俺の間に生まれてくる子どもなら絶対にかわいいし、愛おしい。

　俺の仕事が忙しく、新婚旅行こそ行けなかったけど、週末の休みが確保できれば趣味のキャンプや映画は存分に楽しめたし、共通の友達との食事会や飲み会も時間の許す限り組み込めたので、この一年で新婚気分は十分に満喫したと思っていたのだけど──その思いが、昨夜の出来事を境に揺らいでいる。

　俺は避妊具のパッケージを破ってから、白い肌が透けて見える下着を纏ったままベッドに横たわる妻を一瞥する。

　もちろん、雪乃との子どもはほしいし、その気持ちに変わりはない。

　でも、こうしてはからずとも彼女のすべてをくまなく知るチャンスを得たのだから、余すことなく知り尽くしてからでもいいのではないかという別の欲求が顔を出してきたのだ。

　愛する妻のことをより深く知りたい。どんな愛撫に感じ、どんな刺激に反応するのかを知りたい。自らの手で、彼女に──雪乃に深い愉悦を与えて美しく、あさましく、乱れさせたい。

　そんな渇望が渦巻いたせいで、俺の指先は本能に反し、鋼の棒のように硬くなった自身に薄いゴム製の膜を装着させる。おそらく彼女も、俺たちの間を物理的に隔てるものは必要ないと思っているのだろうけれど、それに気が付かないふりをした。

　──ごめんな。もう少しだけ、ママを独占していたいんだ。

　まだこの世に存在すらしていない我が子に謝る自分をどうかしていると思いつつ、準備を整えた俺は、ベッドマットに両手を着きながら雪乃の唇にキスをする。

　距離が近づくと、甘い花の匂いを濃く感じた。エロティックな気分が強まると触れるだけでは物足りず、舌を差し入れて口腔内の温かく柔らかな感触を楽しむ。

「ん、むぅっ……」

　口蓋や舌の裏まで丁寧に探ってみると、小さい呻きが発されるとともに、軽く俺の肩に乗っていた雪乃の手の力が抜けていく。

「挿れるよ」

　俺の肩から完全に手が離れたタイミングで、俺が囁く。

「あぁ──……！」

　そしてその刹那、雪乃の秘裂に自身を宛がい一気に貫いた。

　雪乃自身から溢れる潤滑油のおかげで、難なく彼女の奥深くまで辿り着いた俺は、マットに着いていた両手を彼女の体側にある手のひらそれぞれに重ね、指を絡めながら軽く握った。

「膣内、痛くない？」

　昨夜、己の欲望のままに振る舞ってしまったから、見えないところで彼女に負担をかけているのではという懸念が拭いきれない。彼女をほしい気持ちと同じくらい、大切にしたいとも思っているから、自分で意識するよりも真剣なトーンで訊ねてしまっていたかもしれない。

「ん……平気だよ」

「ならいい」

　はにかんだように笑う雪乃が無理をしているようには見えなかった。安心した俺は、ゆっくりと彼女の媚肉を味わい尽くす。

　締まりのいい壁の間を突き進み、奥を優しくノックするみたいに往復すると、それだけで思わず声が出てしまいそうな恍惚に包まれる。徐々にピストンの間隔を広げていくと、切っ先の括れた部分が浅いところを刺激したようで、雪乃はびくんと震えながら背を撓らせた。

「……あぁ、気持ちいい……そこ、腰がぞくぞくってして……痺れちゃうっ……」

「いいよ。いっぱい擦ってあげる」

「ぁんっ！　あはぁっ……！」

　セックスの最中、自分の要望を一切口にしなかった雪乃が、こんな風に本音を曝け出してくれるのは純粋にうれしいから、その期待に是が非でも応えたくなる。

　彼女が反応を示す場所を重点的に責めると、歓喜するかのように膣内が収縮し、新たな快感を上書きしてくる。声は何とか我慢できたけれど、息遣いまではコントロールできない。抽送もあいまって呼吸を乱してしまいつつ、俺はポーカーフェイスを装った。まずは、雪乃を満足させたい。

「あっ、あ、んんっ……！　そこばっかり、やだぁっ……！」

「気持ちいいところ擦らないと、意味ないだろ」

　雪乃が最も反応を見せる一ヶ所に狙いを定めて刺激を加えていると、彼女はそれから逃れようと身を捩る。けれど、俺は喘ぎ交じりの言葉を一蹴した。

　嫌だなんて言葉は説得力がまるでない。リアクションを見れば一目瞭然だ。

　本当はしてほしいくせに、コントロールが利かなくなるのが怖いのだろうか。強い刺激が加わることで激しい悦楽に変換されてしまう場所だから、不安を覚えているのかもしれない。

「俺にはどんな恥ずかしい姿も見せろよ。俺は雪乃の夫だろ？」

　生涯に渡る伴侶として選んでもらえたからには、彼女に一番必要とされる存在でありたい。そのためには、雪乃の持つ様々な顔を眺めることができる自分でいたかった。

　俺は膣内を緩急をつけて責め立てながらさらに囁く。

「どんな雪乃も全部知りたい。……なぁ、このあとどうしてほしい？」

　敢えて雪乃に言わせる形にしたのは、そのほうが彼女の興奮を高められるから。ただ単に、彼女の口から卑猥な台詞を聞きたいという願望も、あるにはあるが。

「奥のほういっぱい突く？　それとも入り口の近く擦ってほしい？　雪乃の口から聞かせて」

　例のごとく強烈な快感と羞恥の間でもがいている彼女に、選択肢を与えた。今の彼女には、思考を文章に変換する余力もないだろうと判断したからだ。

　雪乃は俺が腰を突き入れる度に意味をなさない声を上げながら、やっとのことでこう返した。

「こ……このまま、入り口のところ……擦ってほしぃっ……」

「ん、わかった」

　雪乃の願いを叶えるべく、俺はそれまでよりもやや律動を速めて浅いところを掻き混ぜる。

「ぁ、ああ、んぁあっ！　と、おるっ、それ、いぃっ……！」

「そのままイっちゃえよ……ここも、弄ってやるから」

「あはぁっ!!」

　俺は繋いだ片方の手を解くと、雪乃と繋がっている場所に持っていく。そして、卑猥な音を立てる入り口の上側に顔を覗かせる突起を、親指で掬うように転がした。雪乃の身体が大きく跳ねる。

「だ、めぇっ──！　何か、何か出ちゃうからぁっ……!!　本当に、だめ、ぁ、あああっ……!!」

　秘芽を摘んでから上り詰めるまであっという間だった。それだけ快感が飽和状態にあったということなのかもしれない。

　雪乃は悲痛ともとれる声で啼いたあと、小刻みに身体全体を震わせた。次の瞬間、繋がった場所が熱いシャワーを浴びたときのように熱くなる。それから、俺を咥えているその場所がひくひくと戦慄いた。

　一瞬、何が起こったのかわからなかったけれど──まるで粗相でもしたみたいにシーツに広がる染みを目にして、やっと合点がいった。

「あ、あ……ぁ、私……？」

　当の本人は、我に返った様子で目を白黒させており、状況を把握していないようだった。もしかしたら、粗相をしたと思い込んでいる可能性もある。

「イきながら潮噴いたんだよ。見て、ベッドびしょびしょ」

「えっ!?」

　雪乃と繋いでいたもう片方の手を解き、彼女の腰の下、びしょ濡れになった場所に触れてみる。すると、俺の言葉で初めて事実に気付いたと言わんばかりに驚きの声を上げた彼女は、お尻の下の感触を確かめながら、助けを乞うように俺の顔を見上げた。

「やだ、私……こんな……ご、ごめん」

「何で謝るんだよ。むしろ俺、それくらい雪乃を感じさせたんだって思えてうれしいけど」

　非難するつもりで指摘したわけではないことを示しつつ、俺はその純な反応を彼女らしいと思った。彼女自身もこの出来事に混乱しているのだろう。初めての経験だった可能性もあり得る。

「今度はちゃんと、一瞬も見逃さないようにばっちり見てるから」

「あっ、待っ──」

　その俺の一言で、このまま続行するのだと悟った雪乃は慌てて制止をかけようとするけれど、俺は取り合わず彼女の内側を穿ち続ける。

「だ、めだって──そん、なぁっ……！　強いからぁ……！」

「そうだよな。イったばっかりだもんなっ……」

「やぁっ……いじわるっ……！」

　感じやすい身体を貫かれて泣きそうな顔の雪乃に詰られると、なお加虐心が掻き立てられてしまうあたり、俺にはＳの素質があるのかもしれない。

　なんて頭の片隅で考えながら、繋がったまま彼女の腰に両手を回して抱き起した。俺の上に跨らせる体勢にして、下から激しく突き上げる。

「今度は一緒にイこう……好きだよ、雪乃」

「透っ……！」

　気をやらないでいるのに精いっぱいな雪乃。受け止めきれない喜悦のせいで、興奮に赤く染まった眦からは涙が、薄く開いた唇からは涎が滴っている。すごくそそられる表情でありながら、俺の目にはかわいらしくも映った。

「膣内、いいっ──俺も、もうイきそうだ」

　その瞬間はすぐ近くまで迫っている。がっちりと彼女の腰を支えながら律動の間隔をさらに狭め、俺たちはさらなる高みに向かって駆け出した。

「透、とおる……キス、してっ……」

　懇願と甘えとが入り交じった口調に、すぐに応えた。ぴちゃぴちゃとわざと水音を立てながら、雪乃の唇を、舌を、自分のそれと触れ合わせては愛おしむ。

　昨日から何回キスをしたかわからない。キスというより、お互いの口腔を愛撫し合っているという表現のほうが近いくらいの、激しさを伴う口付けは、頭のなかに甘いシロップを垂らし込まれ、掻き混ぜられているかのように心地よかった。

　ありとあらゆる粘膜で、彼女と触れていたい。そうすることで快感は二倍にも三倍にもなり得る気がした。

「雪乃っ──出るっ……！」

「私も、またイくっ……!!」

　膣内がきゅうっと収縮すると、埋まった怒張が限界まで膨らみ、避妊具越しに精を吐き出した。俺は両手で彼女の腰を押し付けるみたいに掴んで、内壁の弾力のある感触を享受した。

「ぁああああっ──……!!」

　ほぼ同時に、雪乃も絶頂した。さきほどと同様に、繋がった場所から熱くさらさらした透明な液体を噴き出しながら、歓喜に満ちた声を上げ、何度も何度も細かく身体を震わせる。

　雪乃の身体が落ち着くまで、俺はしばらくの間、そのままの体勢で彼女を抱き留めていた。呼吸と鼓動が落ち着くのを待ってから、またキスをする。さっきまでのそれとはまったく別物の、優しく労わるようなキス。軽いリップ音を立てて、唇同士がゆっくりと離れた。

「シーツ、洗濯しないとだな」

「……そうだね」

　──また染みを増やしてしまった。視線をかち合わせると、雪乃は恥ずかしがりながらも明るく笑った。そうして俺の上から降りようとする彼女の背中を抱き締め、その行動を阻んだ。

「どうせ洗濯するなら、もっと抱き合ったあとでもいいだろ？」

「と、透……」

　達したとはいえ、まだ膣内に留まっている自身の勢いは衰えていない。むしろ、絶頂により収縮を繰り返す内壁の刺激を受けて、硬度を増しているくらいだ。

「悪いけど、もう少し付き合って？　今夜は、もう少し早く寝かせてあげられるように頑張るから」

　甘美な夜はまだまだ終わらない。寝室に響く湿り気を纏った吐息は、しばらくの間止むことはなかった。
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「それでねぇ、史くんったら私が努力してるのがわかったみたいで『俺も奈美を見習わなきゃな』って、一緒にジムに通ってくれるようになったの」

　とある週末、ご主人が遠方の友人の結婚式で不在だという奈美が、我が家に遊びに来た。リビングダイニングのＬ字型のソファでは私と奈美が並び、斜向かいに透が座っている。

　私が最後に彼女と会ったのは二ヶ月前、共通の友達との飲み会だけど、確かにそのときよりも少しほっそりしたと感じた。聞くと、行動派の彼女は、私との電話の翌日に近隣のジムに入会して、ダイエットに励んでいるらしい。ご主人の台詞はその成果のたまものだろう。

「いいご主人じゃない」

　私が奈美のティーカップに紅茶を注ぎ足しながら言うと、彼女が誇らしげに頷く。

「でしょ。最初は腹が立ってたけど、史くんってやっぱり素敵だなって惚れ直しちゃった」

「よかった。珍しく怒ってたしあれからどうなったかなって心配してたんだけど、しっかりラブラブみたいで安心した」

　結婚前、奈美が先日のように怒りを露わにすることはなかったから、よもやそこから亀裂が……なんて展開にならなければいいと思っていたのだ。無事修復したようで何よりだ。

「とはいえ、雪乃と日下部くんには負けるけどね」

「俺たち？」

　それまで私と奈美の会話を聞くばっかりだった透が、いきなり振られて少し驚いたように訊ね返す。奈美がティーカップを持ち上げて口元に持っていき、啜りながら深く頷くのを確認すると、透はおかしそうに声を立てて笑った。

「──俺たちは、そういうのとは少し違うよ。一緒にいる時間が長かったから、もう最初から家族みたいなものだし。な？」

「うん。そうだね」

　透の台詞を受けて私も同調するけれど、奈美に気付かれないよう、密かにアイコンタクトを交わした。

　言葉に偽りはない。『情熱的なセックス』に励むようになって、一ヶ月が経つ。夜、ベッドのなかでだけはラブラブと呼ぶにふさわしいムードのときもあるけれど、普段の生活では相変わらず甘ったるい言葉の応酬やボディタッチなどはない。そこに関しては、お互いに求めていないので不満はないし、構わないのだけど。

「ふたりはそういう認識かもしれないけど、中学の仲間とはいつもラブラブでいいなって話してるよ。ケンカしたって話も聞かないし、日下部くんってモテそうなのに雪乃ひとすじって感じだし」

「えー、そう見える？」

　私はやや大げさかと思うくらいの声を出して訊ねると、奈美が幾分真面目な顔で答えた。

「雪乃には言ってなかったっけ。高校、大学って、何人か女の子紹介したけど、その子たちの誘い全部断ってたじゃん『好きな人がいるから』って」

「そうなの？」

　透の過去の女の子事情は、詳しく聞いたことがなかったから知らなかった。

　ルックスがよく、誰とでもすぐに打ち解けることができる透がモテるのは知っていたけれど、こういう話は彼から直接聞くこともできないので、風の噂で耳にする程度だったのだ。

　奈美のテンションに引っ張られる形で私も真面目なトーンで返すと、奈美がさらに頷いて続けた。

「卒業アルバムとか見せることあるじゃない？　やっぱり日下部くんってカッコいいしみんな紹介してほしいって言ってくるから、会うだけ会ってもらったりしてたんだ。でも、日下部くんは乗り気じゃなくて。……あたしはその『好きな人』って、雪乃のことだったんじゃないかと睨んでるんだよね」

　私に向かって話しつつも、後半部分の矢印は明らかに透に向いている。奈美が視線を向けて暗に問いかけると、透は微かに首を傾げた。

「さあな。そんな昔のこと、よく覚えてない」

「またまた、照れちゃって」

「別に、照れてない」

「で、実際どうだったの？　雪乃だったの？」

「知らない」

　茶化す奈美に、透は感情の揺れもなく短く答える。奈美のからかうような視線から逃れるみたいに、意味なく手元を見つめているのは、あまり突っ込まれたくないからなのかもしれない。

「──そうだ、得意先から連絡入ってたんだった。折り返さないと」

　私の推測は当たっていたのか、透は急にチノパンのポケットに入っていた会社用のスマホを手に取り立ち上がった。

「それじゃ北きた原はら、ごゆっくり」

　そして奈美を慣れ親しんだ旧姓で呼ぶと、それ以上の追及を避けるようにリビングダイニングから出ていってしまった。

「逃げられたか、残念」

　遠ざかる透の足音を聞きながら、奈美が不服そうに呟く。

「奈美、今の話って本当？」

「うん。……あ、ごめん、まさかゆくゆく雪乃と付き合って結婚するなんて思ってなかったから、学生時代バンバン女の子紹介しちゃってた。気に障ったなら謝るね、申し訳ない」

　奈美は慌てて私に頭を下げた。時効といえども、透に女の子を紹介した話を私にしたのを悪いと感じているらしい。

「ううん、全然。そういう意味じゃなくて──その、『好きな人がいる』って話のほう」

　私が怒っているわけではないと知ると、やや緊張していた彼女の表情が綻んだ。

「うん。紹介した子たちがみんなそうやってフラれてたからね。まぁ、当時本当に好きな人がいたかどうかはわからないけど、誰に言い寄られても断ってたのに、雪乃とは付き合って結婚までしたわけだし、特別だったんじゃないのかなって」

「特別……」

　そんなこと、考えたことがなかった。奈美の言葉に胸がきゅんと熱くなる。

　ただの幼なじみだった私たち。途中で分かれた道が、たまたま大学で再び合流した縁で、お互いの居心地のよさに気付いて付き合い始めた。そういう認識だったけれど、もしかしたら透は、それよりずっと前から私のことを意識してくれていたかもしれないのだろうか……？

「そうそう、こないだの話だけど、少し痩せたら夜の頻度が戻ってきたんだ」

　脳裏でそんなことを考えていると、奈美は別室にいる透に聞こえないよう声を潜めてそう言った。私も彼女と同じように声のボリュームを抑えて口を開く。

「そうなんだ。よかったじゃない。それも奈美の努力を汲んでくれて、ご主人のほうから誘ってくれるようになったってこと？」

「うん、それもあるのかなとは思うけど……私のほうが待ちきれなくなって、ちゃんと話をしたんだよね。『努力するから、レスは嫌だ』って」

「核心に触れたんだ」

　奈美の行動力には感心するばかりだ。無意識に開いてしまいそうになる口元を引き締めて言うと、彼女が満面の笑顔で答える。

「『女として見れない』っていうのは、そこまで深い意味はなかったみたい。私がこんなに気にしてるとは思ってなかったみたいで、謝られたよ。……やっぱり自分がこうしたいって希望があるなら、ちゃんと伝えなきゃ伝わらないよね。夫婦って言っても他人だし。相手の胸の内を読むことはできないから」

　歌うような口ぶりで放たれた台詞は、彼女らしいと思うとともに、つい最近、私自身も実感していた内容に等しい。

　そうなのだ。恥ずかしいからといって言えないでいたらいつまでも同じ状況が続くだけだ。現状を変えたいのなら、何か行動を起こさないと、相手は不満を抱いていることすら気が付かないままでいるのかもしれない。

「……雪乃？」

　私が考え込むそぶりをしたので、奈美が不思議そうに顔を覗き込んでくる。

「あ、いや、まさにその通りだなって思って。伝えてみて好転するなら、絶対伝えるほうがいいもんね」

「そうだよ。これから先の長い人生、ずっと一緒なんだもん。ささいなところで共感できないところはいろいろあるけど、重要な部分は理解し合っていたいよね。それが夫婦円満の秘訣な気がしてる。……って、雪乃のほうが奥さんとしては先輩だから、偉そうに聞こえるかもしれないけど」

「ううん、そんなことない。……そうだね。本当にそう」

　私は微かに首を横に振りつつ、奈美の一言一句に心から同意した。

　結婚して一年以上が過ぎて、私と透はやっとお互いに自分の気持ちを曝け出すことができた。未だに自分の欲求をストレートに表現するのは恥ずかしいし、抵抗感もあるけれど、それを上回る充足感や幸福感には何ものにも代えがたく、これが正解だったと強く断言できる。

　──私たちも、しばらくは夫婦円満でいられそうだ。

「奈美の言葉が沁みるよ」

「でしょ、我ながら本質を突いてると思った」

　きっと奈美は、私と透が彼女と同じような悩みを抱き、そして同じように解決したとは知らないだろうけど。

　得意げに笑う彼女に相槌を打ちつつ、私はもうしばらく彼女とのお茶の時間を楽しんだのだった。
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「雪乃」

　その日の夕食後、透が入浴を終えたあと、私も早めに済ませてしまおうとバスルームに続く扉に手をかけたとき、彼に呼び止められた。

「何？」

「今夜はこれに着替えて」

　振り向くと、パジャマ姿の彼から、ベージュの包装紙に包まれた何かを差し出された。

「これは？」

　厚みで言えば、片手でも十分持てそうな大きさだったけれど、両手でしっかり受け取りながら訊ねる。

「俺からのプレゼント。雪乃に似合うと思って」

「ありがとう。どんなパジャマだろう、開けてみていい？」

　普段、お互いの身の回りのものは私がある程度選択肢を絞り込み、透に選んでもらうことが多い。それは決して自分の意見を通したいからではなく、透が無頓着だからだ。パジャマのように、あまり他人の目に触れないものは特に。

　にもかかわらず、わざわざ透が私のためにと選んでくれたのが意外だし、うれしい。早速包みを開けようとする私を、彼が片手で制した。

「いや、シャワー浴びてからのお楽しみにしといて」

「わかった、そうするね」

　私は彼の言葉に従い、バスルームでシャワーを浴びた。

　奈美とのやり取りを思い出しつつ、髪や身体を洗い、バスタブに浸かって小さく息を吐いた。

　……透は多分──いや絶対に、今夜も私を求めてくるのだろう。

　カミングアウトがあった日から、私たちの情事は一日と空いていない。欲求が強いと告白した手前、気分が乗らない日でも気を遣って誘ってくれているのだろうか、と思ったりもしたけれど、そうではないらしい。私の身体のなかで何度も果てた次の日も、同じように私を求め、一度や二度では済まないほど絶頂の迸りを放った。

　さすがに朝方までというのは減ったけれど、それは翌日の仕事に差し支えないようにするためだ。透は例によって全然問題ないみたいだけど、私のほうは人並みに、体力を使ったら使った分だけ疲労が蓄積されるので、平日はなるべくお手柔らかにとお願いしているのだ。

　今日は土曜日。ということは、やはり透のリミッターも解除されているわけで……今夜はどんな風に抱かれるのだろうと想像すると、渇望と好奇心とで胸がドキドキしてきた。

　……あぁ、妄想しているとのぼせそうになる。早く上がろう。

　私はお風呂から出て、バスタオルを身体に巻いたまま髪を乾かしたり、スキンケアをしたりボディクリームを塗ったりしたあと、透が選んでくれたパジャマに袖を通すことにした。

　ジャワ―を浴びてからのお楽しみ──とか思わせぶりに言ったのは、私の好みを把握しているから？　それとも、普段チョイスするものとは敢えて系統が違うものを選んだからだろうか。

　彼の意図を確かめるべく、脱衣籠に置いていた包装紙を丁寧に解いていく。

　……それにしても、妙に薄い。

　季節は秋。この時季に選ぶパジャマにしては、ずいぶんと生地が薄い気がする。夏用のパジャマだとしても、こんなに薄くないのではないか。

「えっ？」

　包装紙の下の透明な包みを目にした瞬間、素っ頓狂な声が出た。そのまま、透明な包みを破るように解いて中身を広げてみる。

　パジャマだと思いこんでいたそれは、いわゆるベビードールと呼ばれる下着なのではないか。胸周りと裾が黒いフリルで縁どられており、ウエスト部分は編み上げ。そこから下腹部までに白いエプロンがついたメイド服のようなデザインになっている。

　驚くべきは、ベースとなる黒い生地がシースルー素材であること。どうりで薄いはずだ。そもそもの生地が薄すぎて、着たら間違いなく肌が透けて見えるだろう。

　付属品として、ガーターベルトとストッキング、カチューシャ、そしてショーツも同梱されていた。

　ガーターとストッキングはベビードールと同じ黒色。ストッキングは太腿までの長いもので、網タイツにも似たデザイン。カチューシャは白いレースを何層か重ねてある作りだ。

　ショーツは履き込みが浅く、ベビードールと同じように透け感はあるものの、シンプルな黒一色の──

「……ちょっと待ってよ」

　動揺のあまり、誰に急かされているわけでもないのにそう口走ってしまった。

　シンプルなショーツだと思っていたそれは、クロッチ部分が細いリボンで結ばれており、それを解くとクロッチが左右に開く仕組みになっていた。つまり、大事なところを隠すはずの下着であるのに、リボンを解くとその場所が露になってしまうわけで……。

　ショーツを握りしめたまま、私は羞恥で顔が熱くなっていくのを感じた。

　──透ったら、私にこれを着ろっていうの？　

　無理だ。これを着て透と対峙すると思うだけで、頭がくらくらする。

　脱衣籠には、このベビードールの他に私が予め用意していた愛用のグレーのパジャマとショーツが置かれている。

　このまましれっとパジャマを着て、寝室へ行くこともできる。「さすがにあのベビードールはきわどすぎるよ」と笑って、気持ちだけ受け取って感謝すれば、透だってそこまで悪い気はしないだろう。……そうだ。そうしよう。

　私はそれぞれを見比べつつ、バスタオルを解いて着替えを始めた。

　

　寝室の扉をそっと開けると、ベッドに座っていた透が待ちかねていたとばかりにこちらを見た。操作していたスマホを傍らに置いて、満足そうな笑みを向けてくる。

「……想像してたよりずっといいよ。似合ってる」

　かなり迷った挙句、私はあのメイド服風のベビードールの一式を着ることにした。上から、カチューシャ、お尻がほぼ隠れる丈のベビードールと、ショーツ、それにガーターストッキング。肌を覆っている面積は広いはずなのに、全体的に透け感が強いせいで着ているほうが恥ずかしい。いっそ裸のほうが潔いのではと思えるほど。

「っ……パジャマだと思って開けたから、びっくりしたよ。こんなすごい下着……」

「でも着てくれたんだ？」

　彼の前まで恐る恐る歩いていくと、いじわるな質問が飛んできた。存在感のある黒い瞳を細めて問う彼に、照れながら頷く。

「正直、俺も渡しておきながら雪乃が着てくれるとは思ってなかった」

「そ、そうだよね──本気で渡したわけじゃないよね。脱いでくるっ」

　冗談を本気に取ってしまった気がして踵を返した私の腕を、ベッドから立ち上がった透が素早く引いた。

「待って、そうじゃなくて」

　掴んだ腕を優しく離し、促されてもう一度向かい合う形になると、彼の表情が少し引き締まったものに変わった。

「……俺は着てほしいと思ってたけど、雪乃は乗り気じゃないかもって、そういう意味。からかったわけでも、冗談だったわけでもないんだ」

　……よかった。真面目に反応するべきではなかったのかもという後悔が過っていたところだったから、はっきり誤解であることを示されてホッとした。

「見た瞬間は、無理って思ったけど……せっかく透が選んでくれたものだし。それに、ベッドにいるときは大胆になるって約束したでしょ。恥ずかしがって躊躇してたらだめかなって……」

　こんなの着れない、無理──と思考停止しては、これまでと同じ。せっかく何でも曝け出せる関係になったのだから、一歩踏み出してみるべきなのかも、と考え至ったのだ。

「頑張ってくれてありがとう。そのおかげで、こんなにいやらしい雪乃の姿を見ることができてうれしい」

　透のスイッチが入ったのが、そのいつもより低い声音でわかった。片手を私の背中に回して抱き寄せたあと、もう片方の指先でフリルのついた肩ひもや、ウエストに施された編み上げの部分を撫でて、改めて私の全身をしげしげと眺める。

「自分でプレゼントしておいて何だけど、この服の破壊力すごいな。ほとんど透けて見えちゃってる」

　本当にそうだ。辛うじて、編み上げの下に申し訳程度についているエプロンのおかげで下腹部は隠れているけれど、それ以外の場所は裸同然だ。

「ほら、ここだって隠さなきゃいけないのに、生地を押し上げて……勃ってるのがまるわかり」

「あんっ……！」

　ふたつの胸の膨らみの頂点で、シースルーの生地に皺を作っているそれを、透がぴんと弾いた。柔らかいのに少しざらっとする生地に擦られて、甘い声がこぼれた。

「これ好き？」

「あぁ、やぁっ……ぴりぴりって痺れるっ……」

　私の反応に気をよくした透は、上を向いているふたつの頂を指先で交互に突き、生地越しに柔く扱いていく。そのたびに、微弱な電気のような刺激が胸の先に走り、私はさらに声を湿らせて喘いだ。

「躊躇した割りに、気に入ってもらえたみたいでよかったよ。雪乃のメイド姿、すごくかわいい」

「はぁっ……一緒に弄ったらだめぇっ……！」

　透き通った生地の上から、片方ずつ愛撫していた胸の頂を、今度は両手で一度に刺激され、快感が倍増する。

「せっかく似合ってるから、話し方もそれに合わせてみたらどう？」

「……どういうこと？」

　何か妙案を思いついたときのような表情で、透が言う。

「これを着てる間は、雪乃はメイドで、俺がご主人様。そう言えばわかる？」

「わかる、けど……」

　私は透のメイド。そう示されて、何だかいけないことをしているみたいに浮き足立った。と同時に、透の出張のたびに、ひとりでひっそりと自分自身を慰めていたときの背徳的な高揚感が溢れ出す。真夜中のチョコレートを、ここにも見つけたのかもしれない。

「じゃあメイドさん、こっちに来て」

「う、うん」

　私は少し緊張して返事をしつつ、透に手を引かれてベッドに向かう。途中。

「うん、じゃなくて、はい。だろ？」

「は、はい……」

「それでいい」

　──そっか、メイドなら丁寧な言葉遣いじゃなきゃいけない。言い直すと、透はにこやかに笑って、私をベッドに押し倒す。

「その格好、堪んないよ。それに、雪乃が恥ずかしそうにしてる顔も……」

「ん、ぁあっ……！」

　熱っぽい瞳で私を見下ろしながら、透の指先が左右の膨らみの頂を撫で擦る。

「ここいじめてほしい？」

　囁きながら捏ねられると、波紋を描くような甘やかな刺激によって、身体に力が入らなくなってくる。

「あぁ、ほしい、ですっ……」

「その言い方、ぞくぞくする。余計にいじめたくなるな」

　堪らず懇願すると、透も私と同じくこの雰囲気による独特の高揚感を覚え始めているようだった。やや呼吸を荒らげながら、私の胸の膨らみに唇を寄せて吸い付いた。生地の上から、尖った先端部分を舌先で扱き、掬うように撫でる。

「あぁっ、透っ……！」

　感じやすい場所を舐められ、扱かれると、そこから生じる愉悦により、どうしようもなく身体が震えた。

「じゃなくて、ご主人様」

　名前を呼んでしまって訂正される。おかしそうに笑ったあと、透は舌先で愛撫を続けながら、時折甘噛みして刺激に強弱をつける。

「ご……ご主人様っ……噛まないでっ……ぁ、噛まないでくださいっ……！」

「メイドのくせにタメ口はだめだろ」

「ぁんっ、ごめんなさい……」

　このメイド服のような下着のせいだろうか、言葉で詰られても悪い気はしなかった。それどころか、透にそれらしい口調で何か言われるたびに、下肢がきゅんきゅんと疼いてしまう。まだ胸の先しか弄られていないというのに。

「唇で咥えこめるくらいに硬く尖らせて。噛まれるのがそんなにいいのか？」

「ん、くぅっ……！　　だってっ……」

　──気持ちいい場所を刺激されたら、誰だってこんな風に反応を示してしまうだろう。

　絶えず送り込まれる悦びに言葉を遮られ、すべてが音にはならなかったけれど、透には十分伝わったようだ。眉を上げ、それから唇の端をつり上げるようにして笑う。

「言い訳をする悪いメイドにはお仕置きが必要だな」

　言いながら、私の脚を跨いで覆い被さる自身の下肢に、私の手を導いた。

「触って」

「っ……！」

　パジャマのズボン越しに、硬く熱を保つそれの感触が伝わってきた。

「誰かさんのエロい格好のせいで、こんなになってる。……気持よくして？」

「き、気持ちよくって……？」

「どうしたら気持ちよくなれるか、考えればわかるだろ。メイドさん」

「……は、はいっ」

　透が私に何をさせたいのか、ワンテンポ遅れて理解する。

「──じゃあ、あの……座ってもらえますか？」

「わかった」

　透と場所を入れ替えると、彼に腰を浮かしてもらい、ズボンと下着を脱がせる。そして、愛撫を待ち望んでいるかのように、鈴口に透明な珠を作っている怒張にそっと触れた。

　びくんと震えるそれをかわいいと思いつつ、彼の脚の間に顔を埋めて先端にキスをする。

「んっ……」

「ここ、熱い……」

　唇から伝わる熱にうっとりしながら、スタンプを押すみたいな口付けを繰り返す。目を閉じて、触れては離れる感触を刺激として受け止めている透は、私の所作に合わせて、吐息交じりの喘ぎをもらした。……気持ちいいんだ。

「ずいぶんうれしそうだな」

　パジャマの上を脱いだ透に、私は舌先を出し、幹の部分にべったりと押し付けながら舐め上げて頷く。

　この状況でうれしがっていると、何てはしたないと思われそうだけど──もちろん、理由はちゃんと別にある。

　いつもの透は、私が気持ちよくなることを優先してくれる。だからこんな風に、彼自身を私に愛撫させることは極めて稀だ。紳士的だし、大事にされていると思えてうれしいのだけど、本当はしてほしいのに遠慮しているのでは……という思いがどうしても拭えなかった。

　こうして彼が要望を示してくれれば安心する。私が彼に対してありのままの自分を見せているのと同様に、彼もまたそうであるのだと、実感できる気がして。

「ぁむ……ん、いっぱい感じて……ください……」

　オーラルセックスと縁遠かった私たち。『情熱的なセックス』をするようになってから、私から透に対しては流れで何度かチャレンジする機会があったけれど、慣れないせいかいずれも手応えはまったく感じられなかった。

　透は私が一生懸命してくれるのがうれしいと、それだけで満足そうだったけれど、私はいつも最大限に気持ちよくしてもらっているから、同じようにしてあげたいと思っていたのだ。

　もし次、求められることがあったらちゃんと感じてもらえるようにと、そういう動画を見てやり方を調べていたと言ったら、透はどんな顔をするだろうか。今は、その成果を発揮するときだ。

　手のなかの怒張に唾液をまんべんなく塗すように舌先を動かしつつ、先端の括れた部分を重点的に撫でつける。

「んっ、ぁ……」

「ここ、好きですか……？」

「っ……なん、か……上手くなってないか……？」

　──だって、透のために研究したから。

　心の中で呟きながら、私はさらに透を気持ちよくするために、先端を口に含んだ。

「あっ……！」

　ぱくりと口内に含まれたことで、思いもよらぬ熱さを感じたらしい透が、また喘ぐ。

「んっ……ふ、むっ……んんっ……」

　裏筋に舌を当てながら、膨らんだ先端を棒付きの飴に見立ててちゅぱちゅぱと音を立てて吸ってみる。

「っ、ゆき、のっ……」

　途切れ途切れに私の名を呼ぶ彼の表情を盗み見る。奥歯を噛んで、強い快感に耐えている透の姿がうれしい。ベッドの上では、いつも透にイニシアチブを取られてばかりだから、私の愛撫に翻弄されている彼の姿はとても貴重だ。

　──もっと透に気持ちよくなってほしいし、余裕のない表情を見せてほしい。

　そんな欲望が募り、より深く彼自身を咥えこむことにした。喉奥に到達しそうな領域まで受け入れつつ、唇全体を使って括れを、幹を扱く。

　正直言って苦しいけれど、往復するたびに透の硬さと太さが増していくのがまざまざとわかったから、途中でやめようとは思わなかった。

　より激しい悦びを味わってもらうために、根元の部分に添えていた手の片方を、黒い茂みに隠れている袋状のものに伸ばしてみる。皺のある、独特の感触のそれを下から掬うように持ち上げると、そのなかにピンポン球にも似たころころとした何かの存在を感じ取れる。

　人によっては、ここも気持ちよく感じるらしいけれど、透はどうだろうか。ごく優しい手つきで袋のなかのそれを転がすと、口のなかの怒張がぐぐっとさらに反り返り、体積を増した。……気に入ってくれたのかも。

「気持ち、い……？　これ……感じる？」

「ぁ、はぁっ……き、気持ちいいですか、だろっ……ん、ぁっ」

　丁寧な物言いを怠った私を、透が咎める。その表情は快楽に耐えるかのように苦しげに歪められていて、自身を支えるために後ろに着いた両手は、シーツをぎゅっと掴んでいる。私が愛撫するもののやや上、引き締まった腹筋が、ぴく、ぴく、と震えた。

「いや、それより……気持ちよすぎ──もう出そう……ヤバいっ……」

　切羽詰まった透の声が早口で告げる。

　口のなかには、鈴口からとめどなく溢れる、塩辛いような苦いような味が広がる。これはきっと、彼が自覚しているように限界が近いことを示しているに違いない。

「出ひへ……ふだひゃいっ……」

　口内で膨張したそれは、私の唾液でべたべただ。喉や顎に痛みを感じるけれど、構わず絶頂まで一気に追い立てるべく、口腔内全体で上下に扱き、手のひらでは快感によりきゅっと引き締まったふたつの球体を柔く捏ねた。

　私は再度、下から彼の表情を窺ってみる。……すごく気持ちよさそう。

　長い睫毛を伏せて、切なげに眉を顰める仕草が、男性なのにすごく色っぽいと感じた。

　──もっと、たくさん、透の気持ちいい顔が見たい。

「ぁっ、ゆ、きのっ……出るっ──」

「んっ──」

　私の視線を感じてこちらを見た透が、声を上ずらせた直後、着いていた両手をぎゅっと握った。布擦れの音が小さく響いたあと、口内に彼の欲望の証が放たれた。

　熱い迸りをすべて受け止めると、際立った苦みが舌の上に広がっていく。

「……っ、悪い」

　恍惚としていた彼が、我に返ったようにサイドチェストの上からティッシュを何枚か取り、私の前に差し出す。

「吐き出して」

　私は首を横に振った。それから、こくりと喉を慣らして口内を満たしたものを嚥下すると、喉の奥に、どろりとした液体が落ちていく。

「……飲まなくていいのに。美味しくないだろ」

「正直、ね」

　私はティッシュを受け取りながら、唾液で濡れた口の周りと両手を拭いた。お世辞にも、美味しいとは言えない。

「──でも、透のだから。飲みたかったんだ」

　動画で愛撫の仕方を研究するうちに、男性の出したものを飲むことが愛情表現のひとつになることを知った。これで透への愛情を示すことができるのなら──少しでも透がうれしいと感じてくれるのなら、そうしてあげたいと思ったのだ。

「どうしてそう、俺がよろこぶようなことを言うかな……」

　透は微かな声音で呟くと、視線を俯けて片手で頭を掻いた。多分、照れているのだろう。

　願った通りの反応に満足していると、透は私の手のなかで丸まったティッシュを取って、屑籠に入れた。

「って言うか、さっきから言葉遣いがなってない。……攻守交代だ。今度は俺がする」

　普段は拙い私の愛撫で果ててしまった動揺もあり、透は私の肩を押してその場に寝かせると、私の脚の間に素早く自分の身体を入れた。

「透っ……」

「ご主人様」

　この期に及んでもなお名前で呼んでしまうのを透が言い直しながら、私の両膝を立てて開脚させると、いやらしいデザインの下着を纏った秘部が露わになった。

「ちょ、ちょっとっ……」

「メイドは主人の言うことを聞くものだ。動くなよ」

　一方的にそう言うと、彼の指先はふくらはぎから太腿へと降り、薄手の下着に到達する。秘裂に当たる部分をひと撫ですると、透は揶揄めいた笑みをこぼした。

「俺のを舐めてただけで濡れたのか？」

「っ……」

　黒色の生地なので目視では気付かれなかったようだけれど、触れられれば容易にバレてしまう。私のそこは、誤魔化しようがないほどに反応していた。

「なぁ、そうなんだろ？　えっちなメイドさん。……ほら、溢れてくる」

　このショーツはオープンクロッチなので当て布がされていない。ゆえに、入り口から湧き上がる蜜をクロッチで吸収することができず、生地全体に染みが広がっていくようだ。透がリボンで結ばれた秘裂の中心部分を押すと、薄い生地では吸い込み切れなかった愛液がじわりと滲み出てきた。

「俺の咥えながらドキドキしてたんだ？」

　下着の下で戦慄く熱いそこと私の顔とを交互に見比べながら、透が訊ねる。

「──答えて。ちゃんと答えられたら、たくさん気持ちよくしてあげるから」

　私自身は愛撫されていたわけでもなく、触れられてすらいないのに、これほどまでに劣情が湧き出てしまうなんて。羞恥のあまり黙っていると、彼は私の衝動が突き動かされる言葉でさらに促してきた。

「……はい。しました」

　狡猾なその一言で骨抜きにされたみたいに、私の唇は従順な言葉を紡ぐ。

「そのとき、どんなこと考えてた？」

「どうしたら……ご主人様が気持ちよくなってくれるか、って……いっぱい気持ちよくなってほしいって、思ってました……」

　恥ずかしいのに、蠱惑的に光る瞳で問われると、素直に答えなければいけない気持ちになる。私の回答を聞き届けた透は、またいじわるに笑った。

「そう。じゃあ、俺もその分雪乃に返さなきゃな」

　そう言うと、透はリボンによってきっちりと閉じられたクロッチの左右の綴じ目を、指先でつっとなぞった。

「ぁ……」

　ぞくぞくっとした快感が下肢を包み込む。やや圧をかけて擦られるだけでも十分に気持ちいい。

　濡れた生地の表面を指先がくすぐる。でもその動きはもったいぶったように緩慢で、私の快感を押し上げようとする意志は感じられない。

　浅く緩い刺激にむずむずして、無意識のうちに太腿に力を入れてしまう。彼の指先が強く秘裂に触れ、その一瞬だけ満たされた感覚になるけれど、やはりほんの一瞬でしかない。

　──もっと、強い刺激がほしいのに。

「ここ、直接触ってほしい？」

　そのとき、私の思考を見透かしたような問いが投げかけられてわかった。透は、わざとおざなりな愛撫をしている。……私に切望させるために。

「ほしい……です」

　まんまと彼の望む展開に転んでいる悔しさもあったけれど、それよりも早くこの生殺しの状態から逃れたいという思いのほうが強かった。私はまた従順に要望を伝える。

　すると、透が左右のクロッチを結び付けているリボンを指で突きながら言った。

「自分でこれを解いてお願いして。『触ってください』って」

「は……恥ずかしいです、そんなの」

　自分でリボンを解いてお願いする。その瞬間をもろに想像してしまって、思わず首を横に振った。この淫靡な下着の下がどうなっているかは、自分が一番よくわかっているから。

「別に俺は構わないよ。このまま、下着の上から触るだけでも」

　私の反応を予測していたのか、透はそれまでと同じように、布越しに形だけの愛撫を続ける。これ以上の高揚や喜悦が訪れないだろう所作は、どう感覚を研ぎ澄まそうにも物足りない。

「……そんなの困る──困りますっ」

「なら、どうしたらいいかわかるよな？」

「…………」

　透の指先が下着から離れていく。彼の眼差しが、反応を窺うように私の瞳へと向けられた。　

　示威の交じった視線に訴えられると抗えない。けれど不思議と、不快感や嫌悪感はなかった。むしろ、自らの恥部を晒すことに対する、得も言われぬ悦楽が全身を支配しはじめる。私は見えない何かに手を引かれるみたいに下腹部へと片手の指先を這わせた。

　大切な場所を隠すために蝶結びされたリボンの端を引っ張って、結び目を解く。そのままリボンの端を強く引くと、滑り気のある濃い蜜が糸を引きながら、クロッチがぱっくりと割れた。赤く充血した粘膜が、愛する主人の目の前に晒される。

「さ──触って、ご主人様……ここ……触ってください」

　両脚を開き、指先でまる見えとなっている場所を示している自分に、どうしようもない羞恥を感じるのと同等に興奮した。彼との『情熱的なセックス』を始めてからずっとそうだ。自分にとって、羞恥と快感とが密接な関係にあると、何となく気付いてはいたけれど、同じような場面に何度も陥ってようやく強く自覚した。

　──私、恥ずかしいのが気持ちいいんだ。

「雪乃……」

　淫奔な姿と台詞に、透の情欲が疼いたのがわかる。彼は陶酔した表情で上体を屈め、私の秘部に顔を近づける。そして、鼻先が着きそうになるほどの距離で呟いた。

「恥ずかしいところ、全部見えてるよ。ぐちゅぐちゅに濡れて光ってるのも」

「言わないでくださいっ……！」

　ぽっかり穴が空いた部分から覗く秘裂に彼の熱い吐息がかかる。その微かな刺激にすら下肢が震えた。自身の上体を支えるために着いた両手に、自然と力がこもる。

「そう言う割りにはうれしそうだけど。こんなに甘く濃い匂いさせて……よっぽど触ってほしかったんだ？」

　秘裂だけではなく、恥丘全体に至るまで愛液が染み込んだ下腹部。広がる滴りの根源となる入り口に、彼が優しく口付ける。

「だめ、舐めちゃ……」　

「もっと恥ずかしくなって、もっと感じちゃうから？」

「あんっ!!」

　滴る蜜を啜っていた唇が、不意に勃起した秘芽を探り当て、咥え込んだと思ったら、軽く吸い立てながら柔く扱きだす。

「やぁ──そこ、扱かないでぇっ……！　それ、感じすぎちゃっ──ぁ、ああ！」

　それまでまともな愛撫もせずに焦らしておきながら、唐突に襲ってくる鮮烈な感覚。私は腰をくねらせて、その刺激から距離を置こうとするけれど、透はそれを許さない。逆に私の腰を引き寄せて拘束してくる。

「いつまで経っても言葉遣いが直らないな──またお仕置きしないと」

「ぁ、ああ、ごめんなさいっ……！」

「罰としてイって。こんなに硬くして腫らしてるんだから、すぐにイけるよな？」

　愉悦に満ちた声で呟いたあと、透は秘芽だけで私を高みに導こうと、刺激に弱いその場所を吸引し、歯を立て、舌先で圧し潰し、ありとあらゆる方法で責め立ててくる。

　だめ──そんなにそこをいじめられたら、頭のなかが真っ白になって、思考が弾け飛んでしまいそうになる……！

「あぁ、イくっ……それ、イっちゃうのっ──ぁああ、はぁああっ……!!」

　わけもわからずそう叫びながら、強すぎる快楽の波に呑まれた私はすぐに上り詰めた。

　瞬間的に高まった緊張が解けると、私は呼吸を整えながら左右に開いていた膝を閉じた。身体の中心に淡い痺れが走り、頭のなかに靄がかかる。

　……こんなにあっけなく気をやってしまうなんて。

「見て、雪乃」

　促されるままに視線を向ける。両膝を着いて身体を起こした彼の中心には、一度白濁を吐き出したはずのそれが、再び勢いを纏って聳え立っている。

「俺も同じ……雪乃を舐めてるだけで、こんなになってる……」

　程よく割れた腹部につきそうなくらいに反り返る逞しい屹立。幹に走る血管は目で見てわかるほど隆々と浮き上がり、その切っ先からは、淫らな滴りがこぼれ、シーツに伝い落ちた。

「あ……すごいっ……」

　思わずシーツに膝を着き、身を乗り出してそう呟かずにはいられないほど、その淫猥な眺めに劣情を駆り立てられる。

　──その太くて雄々しいもので貫かれたい。内壁を擦られて、奥深くを突かれて、大きな質量でいっぱいにされて……他のことなんて考えられなくなるくらい、気持ちよくなりたい。

　淫靡な期待とともに下肢がきゅんと熱くなって、脳内を本能的な思考に塗り潰されていく。

「もうほしいって顔してる」

「っ、ほしい……」

　取り繕うこともできないくらい高ぶっていた。揶揄にも構わず肯定してしまう。

「すぐに挿れてやるから、待ってて」

　彼は小さく笑むと、サイドチェストの引き出しに手を伸ばした。おそらく、そこにしまってある避妊具を取り出そうとしているのだろう。　

「待って」

　私の声に、彼がこちらを振り返った。

「──お願いします……そのまま、挿れてくださいっ……」

　こんなことを頼むのは初めてだった。私はこれまでで一番の羞恥を覚えながら、震える声で懇願する。

「ご主人様をそのまま感じたいんです……だから、あの……着けないで挿れてくださいっ……」

　ここまで大胆になれるのは、裸よりも恥ずかしい透けた下着のせい？　それとも、メイド然とした振る舞いのせいだろうか？

　いずれにしても、普段の自分とは違うのだと、切り離して考えられるからなのだろう。きっと、いつもの私のままでは言い出せなかったに違いない。

　本当は、ずっと前から着けないでしてほしいと思っていた。

　透との子どもがほしいし、非常勤で働いているのも、家事との両立を図るためであるのと同時に、いつ妊娠がわかってもいいようにするためでもある。

　透もゆくゆくは子どもを持ちたいと思っているはずだから、拒まれることはないのだろうけれど……『情熱的なセックス』をするようになり、触れ合うたびに身も心も蕩け、満たされるようになってからは、逆に言い出せなくなっていた。

　──着けないでしてほしいという要望が、ただ単に快感を貪るためだけのものに聞こえてしまいそうで、それが嫌だったのだ。

　でももう、誤解を恐れずに伝えようと決めた。今を逃したら、また言い出せなくなってしまうかもしれない。

　……それに、いつか彼の迸りを直接肌に受けたとき。あの熱い白濁を膣内で受け止めたい、勢いよく噴き出す彼の欲望の証を、身体の一番奥で感じてみたい──なんて淫らな願望を抱いてしまったのも事実なのだから。

「そんな風に煽って、いいのか？」

　引き出しに伸ばしかけた手を引っ込めた彼が、静かに訊ねる。その目はほんの少しの驚きと、妖しい欲念に満ちていた。私が頷く。

「……はい。だから、お願いします、挿れてっ……！」

　彼がゆっくりと双眸を閉じたのは、了承した合図なのだろう。再び瞳を開け、私の傍に戻ってきた透が、脚を投げ出してその場に座る。

「じゃあ、今日は自分で挿れてみて」

　まるで「おいで」と呼び寄せるみたいに、透が手のひらを前に差し出した。その手をおずおずと取る。

「俺の上に乗って、跨るんだ」

「わかりましたっ……」

　仰向けに寝そべった彼のもう片方の手にも掴まり、彼の身体を膝立ちで大きく跨ぐ体勢になる。

「あとは、わかるよな？」

「は、はいっ……」

　上を向いている逞しいものの根元に手を添え、開いたクロッチから覗く自身の入り口に宛がい、じわじわと腰を落としていく。指先から伝わる怒張の熱と硬さに、数秒先の悦びを想像して、背筋がぞくぞくと震えた。

「あ──……!!」

　潤んだ粘膜同士がぴったりと触れ合うと、それぞれから滲み出るものを潤滑油代わりにして、私たちはまるで引き合うように距離を縮めていく。

　透が、私の膣内に挿入ってくる。初めての感覚ではないのに、物質的な隔たりがないせいか、普段よりも鮮明な快感が全身を駆け抜けた。

　彼のすべてを収めてしまうと、いつもよりも深い場所に彼が到達していることに気が付く。自分の指先では到底届かない、一番奥の気持ちいい場所を、透の先端がぐっと押し上げて刺激する。

　──どうしよう、怖いくらい気持ちいい。

　堪らず、私は腰を上下に動かし始めた。擦れるたびに内側に吸い付いてくるような感触がして──今までとは全然違う悦びに酔いしれる。

　女性主導の体位はあまり経験がなく、勝手がわからないこともあり苦手だった。それなのに、私の身体は正解を知っているかのごとく律動を始める。

「そう……そうやって、雪乃のイイところに当たるように、動いてみて」

「はいっ──あはぁっ……ん、ぁっ……！」

　ガーターベルトで繋がった両脚の太腿を軽く支えてもらいながら、淫らに腰をくねらせ続ける。片手は彼の下腹部、付け根の部分に添えながら、もう片方の手を硬い筋肉に守られた腹部に置いた。そしてより強い快楽を感じる場所を探して、角度を変えながらゆっくりと抽送する。

「すごくいい眺め」

　透が下腹部に視線をやりながら、高ぶりによって掠れた声で呟いた。

「この下着、本当にエロいな。雪乃の膣内に俺のが出たり挿入ったりしてるところ、よく見える」

「は、ずかしい、ですっ……」

　下着を穿いたままであるのに貫かれているという事実がいやらしくて、指摘されると身体が火照った。

「綺麗だよ、雪乃のここ。ピンク色で、だらだらよだれ垂らしながら、美味しそうに咥え込んでる」

　彼はわざわざ、私の秘裂を捲るように媚肉を摘んで凝視する。　

　繋がっている場所をしげしげと見られている興奮で、お腹の底のほうから熱いものが溢れてくるのがわかる。……そんなこと言われたら、よけいに感じてしまうのに。

「膣内がもっと濡れてきた。今の言葉で反応した？」

「わ、わかってるなら、言わないでくださいっ──んぁあっ……！」

　あからさまな揶揄が悔しくて語調を強くして言うと、それまで私の動きを見守っていただけの透が、急に下から突き上げてくる。

「反抗的なメイドだな」

「あっ、あぁ──だめ、奥突かないでっ……！」

「突かないでください、だ。何度言ったらわかるんだ？」

　台詞とは裏腹に透の口元には笑みが張り付いていて、こちらの反応を明らかに愉しんでいる。

　私が狼狽すれば狼狽するほど、甘く艶めかしい声を出せば出すほど、膣内でなおも質量を増した剛直を突き入れ、閉じられた奥をノックしてくる。

　いつの間にか彼の両手は私の腰骨のあたりを掴んでいた。より深く接合するべく、繰り返し掴んだ腰を力強く自身の下腹部へと引き寄せる。すると、お腹の中身を全部持っていかれそうなほどの衝撃を受けるとともに、一瞬にして思考能力を奪われ、意味を成さない言葉を発することしかできなくなった。

「あ、あぁん──やぁっ……！　んあ、はぁあっ……!!」

　絶えず送り込まれる強烈な刺激で、頭の芯が溶けてしまいそうなのに、透は徐々に突き上げのスピードを速めていく。

　──何これ？　こんなのおかしくなっちゃう……！

「うぁ……すごっ……──腰止まらないっ……」

　透もまた、これまでとは違う悦びを得ているらしい。彼は逞しい胸を上下させ、私の腰をしっかりと支えながら、余裕のない声音がこぼした。

「ぁ、あ、あぁ！　んぁ、あああぁ……！」

　快感を得るまでの時間がどんどん短くなるにつれ、声のボリュームも制御できなくなってきた。奥の窄まりに硬いものがぶつかるたびに、自分のものとは思えないいやらしい響きを含んだ喘ぎがもれ、より性感を高めていく。

　もう自分の意志ではなく、本能に突き動かされている状態だった。透の動きに合わせて腰を振り、擦れた部分から生じる悦楽を享受する。

「雪乃──……ごめんっ……」

　その最中、眉根を寄せて唇を噛んだ透が短く謝る。

「っ……!!」

　刹那、声を詰まらせると同時に、膣内のものが一際大きく膨らんだのがわかった。それから、内壁にじわりとした温かさを覚え、彼の動きがぴたりと止む。

「あっ……透……？」

　透は軽く私の腰を持ち上げて、膣内から自身を引き抜いた。視線を落とすと、まだ硬さを保ったままの屹立が入り口から抜け落ち、ふたりの体液で濡れた先端の鈴口には、激しい喜悦の残滓が白く筋を作っていた。

「っ──」

　膣内から何かがこぼれ出る感覚があってすぐ、まだ刺激をほっしてやまない入り口から熱いものが滴った。反射的に指先で掬ってみる。……これは、透の──

「雪乃の膣内が気持ちよすぎて……我慢できなかった」

　透の言葉で確信して赤面する。彼の迸りを膣内で直に受け止めたということだ。

　透のほうも、上体を起こしてから自身が放ったものが滴る秘裂に指先を伸ばした。クロッチ越しの入り口を広げ、妖しく淫猥に光る粘膜を満足そうに眺める。

「俺のでぐちゃぐちゃになってるここ……ちゃんとイかせるから安心して？」

「ひ、あっ……！」

　人差し指と中指に唾液を纏わせ、迷いなく膣内へと二本の指を突き立てる。指よりもずっと大きな質量が占拠していた場所は、白濁の滑りも手伝って、難なくそれを受け入れて奥へと導いてしまう。根元まで易々と呑み込むと、お腹側のある一点に狙いを定めてゆっくりと撫で擦る。

「あんっ！　そこぉっ……！」

「雪乃の弱い場所……もう全部、わかってるから……すぐイけるよ」

　透によって暴かれた、私の感じやすい場所。そこに刺激を与えつつ、もう片方の手の親指で秘芽を剥き、無遠慮に転がし始める。

「あぁ──つよいぃっ……ぁ、ああっ──だめぇっ……!!」

「イかせてもらったから、お返し」

　滑る指先が徹底的に二ヶ所の性感帯を嬲ってくる。中途半端なままに満たされなかった欲望が、ピンポイントかつ鋭利な愛撫によって再び膨らみ始める。

「あぁあ、だ、めぇっ──イく、イっちゃ……あぁあああっ……!!」

　透が予告した通り、容赦ない責めによって私はすぐに果てた。はしたない声を上げ、天井を仰ぎ見る姿勢のまま。秘部をひくひくと痙攣させ、絶頂の余韻に浸る。

「かわいい。上手にイけたね」

　イったばかりでふらふらの私を、膝立ちになった透が優しく抱き締めてくれる。

　温かい胸に凭れていると、安心できて心地いい。私は彼の背中に手を回し、身を預けた。

「透……」

「雪乃、好きだ」

「……私も、好きっ……」

　こうしてベッドで抱き合っているとき、透は好意を伝える言葉を口にしてくれることが増えた。そして、それに私が応えることも。心がじんわりと温かくなり、甘く震える。

　単純なことなのだけど、好きな人に好きだと臆することなく言えるのはとても幸せなことなのだと実感している。私たちはお互いの関係性や性格によってだいぶ回り道をしてしまったけれど、素直な気持ちを確認できる時間ができたのは、本当によかった。

「……大きくなってる」

　そのとき、太腿に当たる硬い感触に気が付いて呟く。二回も果てておきながら、驚くことに、彼の欲求はまだ満たされていないらしい。

「雪乃のせいだよ。雪乃がいやらしくてかわいい反応を見せるから」

「待って──今はっ……」

「待たない。ていうか、待てない」

　収まらぬ衝動のままに私を押し倒すと、透は私の制止も聞かずに、再び私の膣内に挿入ってきた。

「あぁああっ……！」

　一気に最奥を突いて、その勢いのままに抽送を始める。最初から肌を打つ艶めかしい音が響くような激しいピストンに、私はまた一切の思考能力を失った。

「ぁっ……はぁあっ、あぁんっ、やぁあっ……！」

　全身の神経が過敏になっている今、よりによって身体中で最も鋭敏な場所を掻き回されて、触れ合っているところからドロドロに溶けていってしまいそうだった。

「やだ、じゃなくてっ……イイ、だろ……？」

「イイ、それっ──イイっ……！」

　透に訂正されるがまま快感を口にするほど、わけがわからなくなっていた。

　──気持ちいい。気持ちいい。気持ちいい。それだけがすべてで、他に何も考えられない。

「今度は……一番奥で、注いでやるからなっ……！」

「んぁ、あ、あはぁっ……！」

　深いところでしっかりと繋がり合う私と透。彼は一気に頂点まで駆け上がるつもりなのだろう。片手で透けた胸の膨らみを形が変わるほどの力で揉みしだきながら、杭を打ち込むかのごとく、先端ギリギリまで引き抜いては根元まで押し込み、私の弱いところをこれでもかと擦り上げる。とことんまで互いの快楽を追求するのだという意志が伝わってくる動きだ。

　──もっと激しく求めて、感じさせて、イかせてほしい。

　今度こそ彼の滴りを最奥で感じるために、私の上でリズムを刻む彼の背中に腕を回した。

　夢中でその手に力を込めると、また快楽という名の大きな波がやってきて、私を掻っ攫おうとする。　

「透っ……はぁ、んぁあ──んんんんんっ……!!」

　激しい悦楽に支配されて視界が霞む。うっすらと恐怖さえ覚えながら、身も世もなく喘いだ。

「受け止めて、雪乃──……！」　

　透が強く腰を押し付け、動きを止めた瞬間、体内で小さな爆発の音が聞こえた──気がした。同時に私自身の欲望も弾け、下肢全体に染みわたっていく温かさを感じながら脱力する。

「……ぁ、あぁっ……」

　これ以上はもう本当にだめ。本当に、気が狂ってしまうかもしれない。そう不安になるほどの、すさまじい快感だった。

「愛してるよ……」

　混濁した意識に飛び込んできたのは、透の掠れ声だった。その言葉のあと、私の唇にそっと触れるだけのキスを落とす。

　時間にして一秒にも満たないくらいの短い口付けなのに、すごくドキドキしたのは、かつて一度も囁かれたことのない愛の言葉のせいだろう。

　そんなロマンチックな台詞が交わされるのは、小説やドラマのなかでだけだと思っていた。けれど実はずっと、憧れていた言葉。

「……私も透を愛してる」

　生まれて初めて口にしたその言葉に、やっぱりちょっと照れたけれど──額やこめかみに汗を滴らせて破顔する透を見つめながら、彼と出会えて結婚できたことに、改めて幸せを感じたのだった。





◆◇◆






「透、まだ起きてる？」

　ふたりしてシャワーを浴び直し、再びベッドに潜り込んだのが三時。今夜もなかなか遅くなってしまった。

　部屋の明かりを落としたあと、私は目を閉じつつもとなりのベッドの彼にそう呼びかけた。

「何？」

「昼間の話なんだけど……奈美と話してたときに出た、透の好きな人の話」

　本当ならすぐにでも確認したかったことを、今なら訊けると思って問うてみる。奈美は、それが私なのではと疑っているようだけど、実際はどうだったのだろう。

「……昔の話だし、別にいいだろ」

「まぁ、そうなんだけど、透と学生時代そういう話ってあんまりしなかったし、好きな人がいたんだなって思って、びっくりして──……あ、ううん、ごめん」

　あまり追及されたくない雰囲気を醸し出す透に、何とか本音を聞き出そうとするけれど、もっともらしい理由を並べて本心を押し隠す自分がずるく思えてきて、途中で言葉を打ち切った。改めて口を開く。

「──白状すると……奈美が言ってたみたいに、もしその好きな人が私だったらうれしいなって思ったんだ。単に、うぬぼれたかっただけだね」

　学生時代の透が、誰か別の女の子を好きだったという事実を耳にするのがいやだったというのもあるかもしれない。過去を気にしたって仕方ないのだけど、今は私にとって最も大切な人であるわけだし、そうだとしたら正直いい気はしない。

「……うぬぼれていいよ」

「えっ？」

　となりから、ぽつりと呟きが返ってくる。驚きのあまり、閉じていた目をぱちりと開けた。

「だから、うぬぼれていいよ。事実だから」

「……そうだったの？」

　思わず身体を透のほうに向けて訊ねる。目を凝らしても暗くて彼の様子ははっきりと見えないけれど、もそもそとシーツが動いたので、彼もこちらに身体を向けてくれたのかもしれない。

「雪乃が俺を意識するよりもずっと前に、雪乃のことが気になってた。いつも明るく自然体に接してくれる雪乃がそばにいると心地よくて、もっと一緒にいたいって……そう思って、告白したんだ」

「…………」

　自分で訊ねておきながら、何と返事をしていいかわからなくなって、無言になってしまうくせに、ニヤニヤが止まらない。

　──うれしい。そんなに前から、透が私を見ていてくれていたなんて。

「……透」

　存分によろこびを噛み締めたあと、私はもう一度彼の名を呼んだ。

「うん？」

「今日は透のベッドで寝てもいい？」

「……いいけど、狭いぞ？」

　彼にとって予想外の発言だったのか、透の返事が少し遅れる。今までこういうお願いをしたことがないので、彼が驚くのも致し方ないだろう。

「わかってる。でも一緒に寝たいの。だめ？」

　論理的な理由は何ひとつない。ただ彼のそばで眠りたいと強く思ったのだ。透に触れ、彼の体温を感じながら眠れたなら最高だ、と。

「だめなわけないだろ。……おいで」

　ほんの少し暗闇に慣れた目が、シーツの下で手招く彼の姿を捉えた。私は自分のベッドから彼のそれに移り、嬉々として懐に飛び込んだ。

　パジャマ越しに感じる、私よりもほんの少しだけ高い体温が心地いい。頼りがいのある筋張った腕に抱かれながら、私の意識は次第にまどろんでいったのだった。
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　寒さが厳しくなってきた十二月のある休日、買い物を終えた私と透は、帰りがけに近くのカフェに立ち寄り、休憩をしているところだった。

「ちょうどいいのが見つかってよかったね」

「ああ」

　席に座ってオーダーを終えたあと、私の言葉に透が頷いた。

　今日は私たちの共通の趣味であるキャンプ用品を買い足すのが目的だった。

　冬キャンプ用のテントと携帯ストーブ、防寒ジャケットなど。私たちは主に春や秋の過ごしやすい時期を狙ってキャンプの計画を立てているのだけど、以前、キャンプの仲間のひとりに「冬のキャンプは空気が乾燥してるから、星がきれいに見えていいよ」と聞いてから「是非試してみたいね」と話していたのだ。

　冬キャンプにはあらゆる防寒対策が必須なので、それ専用のアイテムが必要になる。今までは、その準備が億劫であり、寒さの過酷なキャンプにチャレンジするのも勇気が要る──と躊躇していたけれど、ここで踏み出さなければ一生縁がないままなのかもと思い直し、揃えにきたというわけだ。

　納得いくものが手に入ったし、持ち歩くにはかさばって大変だったので、配送してもらえたのは助かった。ほどなくして届いたブレンドコーヒーを啜りながら、ほっと息を吐く。

「実際に使ってみるのが待ち遠しいね」

「そうだな。……悪い、俺の都合で来月の終わり以降になりそうだけど」

　同じように熱いコーヒーを啜りながらすまなそうに眉を下げる透に、私は首を横に振った。

「ううん、気にしないで。年末年始、忙しいのは仕方ないよ」

　十二月、一月は、社内外の忘年会と新年会があり、透にとって最も忙しい時期に差しかかる。土日やクリスマスもそれで潰れたりするのは毎年恒例だ。私としては、そのハードスケジュールに透が体調を崩さないでくれればそれでいい。

「ありがとう。そう言ってくれて、いつも助かる」

「ううん、全然だよ。私が今の形で働けてるのも、透がしっかり働いてくれてるおかげだからね」

　むしろ感謝するのは私のほうだ。何不自由なく、精神的にも落ち着いた毎日を過ごせているのは、ひとえに彼のおかげなのだから。

「…………」

　ふと気が付くと、正面の透がコーヒーカップを手にしたまま私の顔を不思議そうに覗き込んでいる。

「どうしたの」

「いや、雪乃……最近綺麗になったなって」

「な、何、急に。……おだてても、何も出ないよ？」

　思いがけない台詞に心臓がどきんと跳ねた。手にしたコーヒーカップを取り落としそうになるのを堪えて照れ隠しを口走ると、透は至って真摯な眼差しをこちらへ向けながら小さく笑う。

「おだててるわけじゃないよ。ただそう思っただけだから」

「そ、そう……」

　びっくりしたけれど、綺麗だと思ってもらえるのは純粋にうれしい。カップをソーサーの上に戻してから、口元が綻ばないように気を付けながら微かに頷いた。

「もしかして、俺のおかげだったりする？」

「っ、透っ……！」

　もしカップを持ったままだったら、今度こそ取り落としていただろう。内心で数舜前の自分の行動を褒め称えつつ、夫の名前を呼んで詰る。

「そうだろ。毎晩抱いてるんだし」

「声大きいっ。周りの人に聞かれたらどうするの」

　──そんなこと、公衆の面前で口にするべきことじゃないのに。なぜか堂々と言い放つ透に、私は声のボリュームを抑えて抗議した

　確かに、カミングアウト以来、彼は毎晩私を抱き続けている。出張や仕事の帰りが極端に遅い日など、物理的に無理なこともあるけれど、逆に言えばそれ以外の日はかならず私を求めてくれるのだ。それも、相変わらず一晩に何回も。

　透と『情熱的なセックス』を始めて二ヶ月経つけれど、最早、レスで悩んでいたことを忘れつつある。二ヶ月前に私と透がどんなセックスをしていたかも、あまりよく思い出せない。自身の欲求不満の解消に購入したピンクローターも、それ単体ではすっかり出番がなくなってしまった。それくらい、今が満たされているということなのだろう。

　性生活に満足していると、肌ツヤがよくなったりすると聞くし、透のおかげというのもあながち否定はできないのかもしれない。　

「誰も他のテーブルの話なんて聞いてないよ。気にしすぎ」

「だめなものはだめ。恥ずかしい」

「はいはい、わかりました」

　きっぱりと却下すると、透はおかしそうに喉を震わせて笑い、長らく手にしていたカップをソーサーの上に置いた。

　……前は、この手の冗談を言うタイプじゃなかったはずだ。揶揄を向けられると未だに慣れなくて、私のほうが照れてしまう。

　と、不意に俯いた透の表情が引き締まって見えた。それから、彼の唇が静かに言葉を紡ぎ出す。

「でもさ、俺、こんな風に雪乃に何でも言い合える関係になれて、本当によかったって思ってる」

「私もだよ。今までよりずっと、透との距離が縮まったような気がしてうれしい。仲はよかったけど、遠慮して自分からは踏み込めない部分があったもんね。お互いに」

　もっと激しく求め合いたいと思っていたのに、相手に引かれるんじゃないか──と思って、一歩踏み出せなかった。

　冬キャンプも然り、やはり「こうできたら」と思っているだけではだめなのだ。勇気を出して一歩踏み出してみることで、上手く回り出すこともある。今の私たちの関係が、何よりの証拠だ。

「……結婚しようってプロポーズしたときも、もちろん好きだって気持ちは強かったけど……上手く言えないけど、雪乃と肌を重ねるたび、その好きって気持ちがどんどん濃くなっていく感じがするんだ」

「透が言いたいこと、すごくよくわかるよ」

　私も同じことを考えていた。すべてを曝け出し、身体を重ねるほど、もっともっと透に惹かれていく。好きになっていく。

　きっとこれからも、透に対する「好き」な気持ちは、どんどん厚みを増していくのだろう。彼の言葉を借りれば、薄紅色が幾重にも重なり合うことで深みを増していき、真紅となるかのごとく──そう、まるで恋が愛に変わっていくみたいに。

　私たちは互いに見つめ合うと、どちらともなく微笑んだ。

「雪乃、これからもよろしく」

「こちらこそ。これからもずっと、よろしく」

　身も心も満たされた透との毎日は、いつか縁あってかわいい天使を授かるまで、ずっと続いていくことだろう。

　それまでは、蜜のように甘い時間を存分に楽しみたい。愛する人の笑顔を眺めながら、そう思うのだった。
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　こんにちは、もしくはこんばんは。小日向こひなた江え麻まです。

　濃蜜ラブルージュさまでは三作目となる、こちらの作品をお読み頂き、まことにありがとうございます！　

　濃蜜ラブルージュさまといえば、『もっと淫らに愛されたい♥とろけるような濃厚エロス』。恋愛小説でありつつ、そのなかに刺激的な要素もしっかり入れ込むという、いいとこ取りなレーベルコンセプトは大変素敵ですよね！　個人的にも、その二点を極力強調できるようなお話を書かせて頂いているつもりです。

　そのなかでも今作は、主人公ふたりを夫婦にしたことによって、よりエロスのほうに比重を置いたお話に仕上がったかな、と思っております。

　他社様含め私がこれまで書かせて頂いたお話のなかで、ヒロインとヒーローが冒頭から結婚している設定は実は初めてだったりします。片想いをしている女性とか、想いを伝えたいけどでも伝えられない……とか、この恋は叶わないのかも……なんていうジレンマを書くのがとても好きなので、ヒロインの想いが通じて両思いになって、いい感じに結ばれたところで終わるのがほとんどでした。そういう意味では、その先の展開のお話を書くことになるわけで、自分のなかでは新しい領域にチャレンジさせて頂けてよかったなと思っております。そしてラブラブな夫婦のお話を書くのも、結構楽しかったです！

　あと、サバサバカップルが実はそういうときだけラブラブ、という意外性が個人的にもツボでした。普段はまったりしつつ、スイッチが入ったときに生じるドキドキ感みたいなものを感じて頂けたのなら幸いです。

　いつもよりもえろ的なシーンが多かったこともあり、書きながらたまに迷子になったりしましたが、担当編集さま、的確なご指導をありがとうございます。「ここのこの感じよかったです！」みたいな所見に本当に励まされました。また、美しく、かつ扇情的で素敵な表紙イラストに仕上げて下さった石いし田だ惠めぐ美みさま、この作品に関わってくださったすべての方々にお礼申し上げます。重ね重ねありがとうございました。

　それでは、またお会い出来たらうれしいです！





小日向江麻
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